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ライトに照らされライトに照らされライトに照らされライトに照らされライトに照らされライトに照らされ
　春の風物詩「中央公園桜まつり」が、４月18日から行
われました。同公園は、中央の堤を囲んでソメイヨシノ
を中心に、シダレザクラ、ヤエザクラ、ヤマザクラなど
約900本が咲き誇る桜の名所として知られています。
今年は、例年より桜の開花が早く、桜まつりも１週間ほ
ど繰り上げ開催。期間中は桜のライトアップで幻想的
な風景を演出し、来場者を楽しませていました。
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さまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用くださいさまざまな学習活動に活用ください

市職員による出前講座市職員による出前講座市職員による出前講座市職員による出前講座

　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、　北秋田市では身近な問題や市政情報など、皆さんが聞いてみたいテーマに沿って、
市職員が出向き説明等を行う『出前講座』を継続して実施します。

　申込書到着後に担当課と日程等を調整し、開催の可否を申込者に連絡します。なお、開催
可否の連絡まで数日を要する場合があります。あらかじめご了承ください。

　次ページに掲載している出前講座メニューのほかにも、開催を希望する講座がありましたら、
ぜひご相談ください。担当と調整して開催できる場合や、市主催以外（秋田県など）の出前講座
を紹介できる場合があります。

時　間

会　場

対　象

申込方法

午前10時から午後８時（土日、祝日も可能です）
なお、講座の時間については、１講座につき２時間以内とします。

各公民館や町内会館など、市内の施設での開催とします。
※会場の手配、準備及び片付け、使用料（有料の場合）は申込者の負担でお願いします。

原則10人以上で北秋田市民を対象とします。
※特定の政治活動や宗教の布教活動、営利を目的とした集会、苦情や要望を寄せるため
だけの講座はお受けしません。

申込書に必要事項を記入のうえ、実施希望日の21日前までに事務局（生涯学習課）又
は最寄りの公民館に提出してください。（ＦＡＸ・郵送・Ｅメール　可）

期間期間 平成27年４月１日～平成28年３月31日平成27年４月１日～平成28年３月31日

統計数値からみた北秋田市の現状

戸籍制度のあらまし

国民健康保険について

赤ちゃんや子どもの健康について

歯科保健について

食と健康について

生活習慣病予防について

みんなで受けよう！がん検診

介護予防講座

介護保険制度について

北秋田市在宅福祉サービス

家庭ごみの分別について

森吉山の魅力と開発

公共下水道について

内陸線の楽しみ方講座

救命救急講習

雪下ろし事故防止について

防火・防災講習

歴史に学ぶ古代の災害講座

世界遺産講座

生涯学習と生きがいづくり

（仮称）生涯学習交流施設について

防災講座（土砂・風水害等）

戸籍制度の意義と変遷をわかりやすく説明します。

国民健康保険制度や各種申請等について説明します。

赤ちゃんや子どもの発育、発達、予防接種について説明します。

子どものむし歯予防、口腔衛生について説明します。

市のがんの現状と各種がん検診について紹介します。

ゴミの分別について、サンプル等を使って説明します。

公共下水道の現状と今後の計画について説明します。

各種統計結果等からみた北秋田市の現状の概要と、県内他自治体との
比較を解説します。

離乳食から高齢期までの食事の解説や幼児期からの食育など、健康維
持や病気予防のための食生活を説明します。

健康体操の実践と健診結果の見方や生かし方を紹介します。

介護予防、認知症予防についての講話や運動等の体験プログラムを実
施します。
介護保険制度の概要とサービスの内容や利用手続きについて説明しま
す。
介護保険制度以外の高齢者福祉サービスの内容や、対象者の条件と利
用料について説明します。

防火と地震等災害について説明します。

花の百名山で知られる森吉山の魅力と観光開発について紹介します。

内陸線の沿革や経営状況、内陸線沿線の魅力や内陸線を使った小旅行
コースを紹介します。

応急手当方法や救急医療体制の現状について説明します。

綴子の胡桃館遺跡、西暦915年の十和田火山大噴火などの災害から歴
史を学びます。

生涯学習に関する情報や取り組み、学校支援の活動状況や各公民館情
報について紹介します。

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）とその予防について説明
します。

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

№ 講　座　名 内　　　　　　容

ロコモティブシンドロームの予防
・改善方法について

北秋田市の方向性を定めた総合計画と地方創生で策定する人口ビジョ
ン及び総合戦略について説明します。

雪下ろし事故防止対策やロープ結索について説明します。

世界遺産の概要と世界遺産登録をめざす伊勢堂岱遺跡の見学環境整備
状況について説明します。

施設概要及び利活用について説明します。

土砂・風水害等から身を守るための備えや自主防災組織について説明
します。

北秋田市総合計画と総合戦略につ
いて

【【お申し込み・お問い合わせ・ご相談】
　北秋田市生涯学習推進本部事務局（生涯学習課内）
　〒018-3312　北秋田市花園町 15-1
　☎62-1130　FAX62-1669
　Ｅメール　be-syougai@city.kitaakita.akita.jp
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中央公民館・鷹巣地区公民館 中央公民館

公民館講座で趣味や学習を深めてみませんか

　　中央公民館（☎62-1130　FAX：62-1669）　　中央公民館（☎62-1130　FAX：62-1669）

平成27年度平成27年度北秋田市公民館定期講座北秋田市公民館定期講座
◆募集期間

受講生募集

◆趣味悠々講座
広く趣味の発掘をしましょう。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３水曜日 10：00～12：00
講師　講師は毎回かわります　／　定員　15人
◆民謡踊り講座
民謡ほかいろいろな踊りで体を動かし、楽しみなが
ら健康を保ちましょう。
開催期間　６月～ 11月 
開催日時　第２・４土曜日 19：00～21：00
講師　松岡時子さん　／　定員　15人

七座公民館（☎67-2529）
◆編み物講座
手編みの魅力を習得してみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３金曜日 13：30～15：30
講師　工藤麗子さん　／　定員　15人
◆やさしい書道講座
気軽に書を楽しみながら個性を育ててみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２火曜日 13：00～15：00
講師　佐藤信子さん　／　定員　10人
◆レクダンス講座
流行のメロディーや民謡に合わせて踊る創作ダンス
に挑戦してみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１水曜日 10：00～12：00
講師　桜井京子さん　／　定員　15人

栄公民館（☎62-0744）

坊沢公民館（☎62-4729）
◆パソコン教室
マウス操作と文字入力のできる方を対象とした教室
です。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１・３木曜日 13：30～15：30
講師　ＩＴサポート秋田 佐藤文枝さん
定員　10人

◆端午の節句の和飾り講座
着物のはぎれなどを使い、華やかな和飾りを作って
みませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２・４日曜日 10：00～ 12：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人

綴子公民館（☎62-1472）

◆将棋講座
将棋を通じて仲間と交流しませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２金曜日 10：00～16：00
講師　金沢繁行さん　／　定員　10人
◆卓球講座
健康的にスポーツで汗を流しませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２月曜日 19：00～21：00
講師　佐藤文生さん　／　定員　20人

沢口公民館（☎62-4829）
◆小猿部ふるさと講座～あかるく・まなぶ・たべる～
『おさるべ』の魅力を学び、一緒に楽しく交流しませ
んか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２木曜日 ９：30～12：00
講師　毎月変わります　／　定員　30人 
◆小物つくり教室～編み物や縫い物で小物づくり～
世界にひとつだけの作品を作る、喜びと楽しさを味
わってみませんか。
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第１水曜日 ９：30～12：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人

七日市公民館（☎66-2001）

　　鷹巣地区公民館定期講座　　鷹巣地区公民館定期講座

　月　日(木) ～　月　日(金)５ ７ ５15

　　中央公民館（☎62-1130　FAX：62-1669）　　中央公民館（☎62-1130　FAX：62-1669）

カラフルなバルーン（風船）が、かわいいマスコット
などに大変身！手軽なプレゼントに幅広い世代から
大人気です。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２火曜日 19：00～20：30
講師　大川龍也さん　／　定員　15人

　　　バルーンアート教室　　　バルーンアート教室継続

今注目の酵素を、安心・安全な地元産の食材を使っ
て手作りします。年齢とともに減少する酵素を補っ
て美肌と健康を手にいれませんか。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２金曜日 13：30～15：00
講師　桜田百子さん　／　定員　20人

　　　手作り酵素教室 　　　手作り酵素教室 新規

簡単・時短料理を覚えたいサラリーマンや働く女性
の方々、仕事帰りにちょっと立ち寄ってみませんか。
（要材料代）
開催期間　６月～ 10月
開催日時　第２木曜日 18：00～21：00
講師　五代儀則子さん　／　定員　15人

　　　サラメシ道場 ～残業ごはん料理教室～　　　サラメシ道場 ～残業ごはん料理教室～新規

「吹き矢」は腹筋強化と内臓脂肪の減少で、メタボ
予防など多くの効果が期待できるスポーツです。運
動のできる服装でご参加ください。（要保険料）
開催期間　６月～ 12月
開催日時　第３木曜日　14：00～16：00
講師　奈良生八さん　／　定員　15人

　　　Ｇちゃんの健康吹き矢教室　　　Ｇちゃんの健康吹き矢教室
じぃじぃ

新規

いろいろな講話を参考に、新しいライフスタイルを
発見してみませんか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３金曜日 13：30～15：00
講師　毎月かわります　／　定員　30人

　　　グッドライフ講座　　　グッドライフ講座継続

レクリエーションを通じてリフレッシュし、笑顔で
人生を楽しみませんか。（要保険料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第４火曜日 ９：00～11：30
講師　毎月かわります　／　定員　30人

　　　ＫＩＴＡレク・フレンドリー講座　　　ＫＩＴＡレク・フレンドリー講座新規

ボールペンや小筆（毛筆)で美しい文字の書き方を
基礎から学びます。芳名帳やのし袋など、自信を
もって書くことができます。（無料）
開催期間　６月～９月
開催日時　第２・４木曜日 14：00～16：00
講師　出川民子さん　／　定員　20人

　　　美文字講座 ～美しい文字は一生の宝～　　　美文字講座 ～美しい文字は一生の宝～継続

先人が歩んだ歴史や文化財に触れながら、北秋田に
あふれる宝を発掘しませんか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第３水曜日 10：00～12：00
講師　照内捷二さん　／　定員　15人

　　　北秋田の歴史ロマン ～ふるさと再発見！～　　　北秋田の歴史ロマン ～ふるさと再発見！～新規

入園前(１歳～）の子どもを対象に、親子で身体を
動かしたり、絵本の読み聞かせや簡単な工作を楽し
みます。おじいちゃん、おばあちゃんも大歓迎です。
（無料）

母と子のわくわく広場母と子のわくわく広場
開催期間　４月～翌年３月
開催日時　第２月曜日 10：00～11：30
講師　浅野厚子さん・成田康予さん 
定員　30組

通年

①希望講座　②氏名　③住所　④電話番号を各公民館までお知らせください。
　申込み多数の場合は抽選となります。（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合は随時受付し、
定員になり次第締め切ります）
　抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代等は自己負担となります。

※地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます。※地区の方はもちろん、地区以外の方も受講できます。
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　　阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　☎82-2220　FAX：82-2221）　　阿仁公民館（阿仁ふるさと文化センター　☎82-2220　FAX：82-2221）

阿仁公民館・大阿仁公民館 合川公民館・森吉公民館

パッチワークの基本的パターンの縫い方を覚えてみ
ませんか。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　第２・４月曜日 13：30～15：30
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人

　　　パッチワーク講座　　　パッチワーク講座

墨色の濃淡、かすれなどを勉強し、水墨画に挑戦し
てみませんか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月　
開催日時　第２水曜日 10：00～12：00
講師　作山キヌさん　／　定員　15人

　　　水墨画講座　　　水墨画講座

阿仁地区及び近隣の名所、史跡を訪ね郷土の歴史と
文化に触れてみませんか。（要保険料）
開催日　６/19(金)、８/３(月)、９/29(火)、

10/14(水) ※詳細は随時お知らせ
講師　戸嶋 喬さん　／　定員　20人

　　　ふるさと歴史散歩　　　ふるさと歴史散歩

健康、長寿に良いとされる太極拳を体験してみませ
んか。（無料）
開催期間　６月～翌年２月　
開催日時　第１水曜日 14：00～15：30
講師　文本照子さん　／　定員　15人

　　　太極拳講座　　　太極拳講座

調理のコツを教わりながら旬の食材を利用して美味
しい料理を作りませんか。（要材料代）
開催期間　６月、７月、10月、12月
開催日時　第２金曜日 10：00～13：00
講師　斉藤イヨ子さん　／　定員　15人

　　　季節の料理教室　　　季節の料理教室

地元食材を使って、ヘルシーな家庭料理を作ってみ
ませんか。（要材料代）　
開催期間　６月～ 12月
開催日　第３水曜日 10：00～12：00
講師　五代儀則子さん　／　定員　15人

　　　ヘルシー家庭料理講座　　　ヘルシー家庭料理講座

古くなって使い道がなくなった帯を利用して、便利
な小物などにリメイクしてみませんか。（要材料代）
開催期間　６月～９月　
開催日　第２水曜日 10：00～15：00
講師　金森あや子さん　／　定員　10人

　　　帯リメイク講座　　　帯リメイク講座

好きな編み針を使って、オリジナルの季節作品を編
み、楽しんでみませんか。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月
開催日　第２金曜日 10：00～15：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　15人

　　　楽しい編み物教室　　　楽しい編み物教室

陶芸の教室です。基礎を学び、すてきな作品を作っ
てみませんか。（要材料代）
開催期間　６月～７月　
開催日　第２・４土曜日 14：00～16：00
講師　湯瀬二美代さん　／　定員　10人

　　　陶芸教室　　　陶芸教室

パソコンの基礎を学び、日々の生活を便利にしてみ
ませんか。（無料）
開催期間　７月～８月
開催日　第２・４土曜日 10：00～12：00
講師　田中俊生さん　／　定員　10人

　　　初級パソコン講座　　　初級パソコン講座

いろいろな軽スポーツを体験しながらみんなで健康
に過ごしましょう。（要保険料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日　第２月曜日 10：00～12：00
講師　クマゲラスポーツクラブほか ／ 定員　20人

　　　健康スポーツ講座　　　健康スポーツ講座

いろいろなものを作ってみたい！そんなよくばりな
気持ちにお応えします。（要材料代）
開催期間　６月～翌年２月　
開催日　第４火曜日 ９：30～12：00
講師　菊地洋子さん　／　定員　20人

　　　よくばり手作り講座　　　よくばり手作り講座

県や市の出張講座を中心に話を聞きながら、受講生
同士の交流を深め豊かな心を磨きます。（要保険料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日　第４水曜日 13：30～15：00
講師　内容によりかわります　／　定員　30人

　　　素敵にエンジョイライフ　　　素敵にエンジョイライフ

季節の寄せ植えやアレンジメントを
楽しみましょう。（要材料代）
開催期間　６月～７月・９月～12月
開催日　第３月曜日 13：30～15：00
講師　加藤由美子さん・荒川弘子さん ／ 定員 20人

　　　花を楽しむ講座　　　花を楽しむ講座

季節の薬膳料理で体の中から健康に
なりましょう。（１回1500円程度）
開催日　6/13(土)、8/1(土)、10/3(土)、12/5(土)
時間　10：00～13：00
講師　武田美知子さん　／　定員　20人

　　　はじめての薬膳料理　　　はじめての薬膳料理

　　合川公民館（合川農村環境改善センター　☎78-2114　FAX：78-2106）　　合川公民館（合川農村環境改善センター　☎78-2114　FAX：78-2106）

　　森吉公民館（森吉コミュニティセンター　☎72-3259　FAX：72-3374）　　森吉公民館（森吉コミュニティセンター　☎72-3259　FAX：72-3374）　　大阿仁公民館（申し込みは阿仁公民館へ）　　大阿仁公民館（申し込みは阿仁公民館へ）

大阿仁山菜などを使った料理をみんなで作りません
か。（要材料代）
開催回数　６月～ 10月
開催日時　第１月曜日 10：00～12：00
講師　松橋ユリ子さん　／　定員　10人

　　　山の料理講座　　　山の料理講座
四季を通じてできる屋内スポーツ卓球で汗を流しま
しょう。（無料）
開催期間　６月～翌年２月
開催日時　毎週水曜日　13：00～16：00
講師　石川一郎さん　／　定員　20人

　　　卓球教室　　　卓球教室

◆募集期間◆募集期間◆募集期間◆募集期間

◆各講座の申込方法◆◆各講座の申込方法◆

①希望講座　②氏名　③住所　④電話番号を各公民館までお知らせください。

　申込み多数の場合は抽選となります。（ただし、申込み期間内に定員に満たない場合は随時受付し、
定員になり次第締め切ります）
　抽選結果や詳細等については、後日申込者へ連絡します。材料代等は自己負担となります。

新規 新規

新規

継続 継続

継続 継続

継続 継続

新規

新規 新規

新規

継続継続

新規継続

　月　日(木) ～　月　日(金)５ ７ ５15
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市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

津谷市長年度始めの訓示／市長ダイアリー 工藤信夫副市長退任式／もりよし学校給食センター竣工式

◇
3
月
16
日
〜
4
月
15
日

３
月
17
日（
火
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
83
回
取
締
役
会（
同
ビ
ル
）

▽
市
第
二
次
障
が
い
者
計
画
・
第
四
期
障
が
い
福
祉
計
画
答
申（
本

庁
舎
）▽
秋
田
北
鷹
高
校
ス
キ
ー
部
全
国
大
会
成
績
報
告（
本
庁
舎
）

19
日（
木
）▽
平
成
27
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

20
日（
金
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

21
日（
土
）▽
平
成
26
年
度
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

22
日（
日
）▽
合
川
北
小
学
校
閉
校
式・記
念
碑
除
幕
式（
同
校
体
育
館
）

23
日（
月
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）∇
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
秋
田
県
県

北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
黄
色
い
帽
子
贈
呈（
本
庁
舎
）∇
森
吉
中
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
部
全
国
大
会
出
場
報
告 （
本
庁
舎
）

25
日（
水
）▽
秋
田
県
地
方
創
生
有
識
者
会
議（
秋
田
市
）

26
日（
木
）▽
部
長
会
議（
本
庁
舎
）

27
日（
金
）▽
市
立
鷹
巣
中
央
保
育
園
移
管
式（
同
園
）

31
日（
火
）▽
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
工
藤
副
市
長
退
任
式（
本
庁
舎
）

４
月
１
日（
水
）▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
年
度
始
め
の
市
長
訓
示

及
び
新
規
採
用
職
員
紹
介（
本
庁
舎
）

３
日（
金
）▽
臨
時
部
長
会
議（
本
庁
舎
）▽
第
1
回
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

実
行
委
員
会（
中
央
公
民
館
）

５
日（
日
）▽
春
の
火
災
予
防
運
動
一
斉
放
水
訓
練（
中
央
公
園
ほ
か
）

６
日（
月
）▽
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式（
同
セ
ン
タ
ー
）▽
鷹
巣
南

中
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
北
秋
田
市
防
犯
指
導
員
・
交
通
指
導
員
委

嘱
状
交
付
式（
中
央
公
民
館
）

７
日（
火
）▽
鷹
巣
小
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学
式（
同

校
）▽
市
介
護
認
定
審
査
会
委
嘱
状
交
付
式（
本
庁
舎
）

８
日（
水
）▽
合
川
小
学
校
入
学
式・竣
工
式（
同
校
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）

10
日（
金
）▽
秋
田
林
業
大
学
校
開
講
式（
秋
田
市
）

11
日（
土
）▽
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
為
三
さ
ん
!
」初
日
公
演（
た
ざ
わ
こ
芸
術
村
）

14
日（
火
）▽
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
女
性
部
第
22
回
総
代
会（
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
本
所
）▽
前
人

権
擁
護
委
員
栗
谷
幹
丈
氏
へ
の
感
謝
状
贈
呈（
本
庁
舎
）

　
平
成
27
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

市
役
所
で
は
４
月
１
日
に
職
員
の
人
事
異

動
に
伴
う
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

津
谷
市
長
が
年
度
始
め
の
訓
示
を
行
い
ま

し
た
。

　
辞
令
交
付
式
で
は
、
異
動
に
な
っ
た
主

幹
級
以
上
の
職
員
と
新
規
採
用
職
員
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
、
新
規
採
用
職
員
を
代
表

し
、
桜
庭
遼
平
主
事
が
「
住
民
全
体
の
奉

仕
者
と
し
て
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を

執
行
す
る
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
主
幹
級
以
上
の
職
員
を
前

に
訓
示
し
、
本
年
度
の
重
点
施
策
に
定
住

促
進
、
子
育
て
支
援
、
地
方
創
生
を
掲
げ

な
が
ら
「
人
口
減
少
や
少
子
化
の
ス
ピ
ー

ド
を
少
し
で
も
抑
え
、
人
々
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
『
住
み
よ
い
ま
ち
・
北

秋
田
市
』
づ
く
り
に
向
け
て
、
定
住
促
進

基
本
方
針
を
具
現
化
す
る
た
め
、
情
報
発

信
や
就
業
支
援
、
移
住
者
対
策
と
子
育
て

支
援
の
充
実
な
ど
を
積
極
的
に
推
し
進
め

て
い
く
。
国
の
地
方
創
生
に
対
応
し
た

『
北
秋
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』
と
『
北
秋

田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
』
の
策
定
に
取
り
掛
か
る
と
と
も
に
、

次
期
北
秋
田
市
総
合
計
画
も
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、
こ
の
一
年
が
重

要
な
年
に
な
る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
秋
田
市
に
は
魅
力
あ
る
宝
が

た
く
さ
ん
埋
も
れ
て
い
る
と
し
「
あ
た
り

前
す
ぎ
て
気
付
か
な
い
で
い
る
価
値
を
、

ま
ず
私
た
ち
自
ら
が
認
識
し
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
ど
ん
ど
ん
市
内
外
へ
売
り
込
ん

で
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
新
し
い
こ
と
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
た
い
へ
ん
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
職
員

同
士
の
協
力
が
必
要
だ
が
、
地
方
創
生
が

叫
ば
れ
る
今
こ
そ
、
市
民
が
明
る
く
生
き

生
き
と
暮
ら
す
北
秋
田
市
づ
く
り
に
向

か
っ
て
、
知
恵
と
汗
を
振
り
絞
っ
て
前
に

進
も
う
。
皆
さ
ん
の
前
向
き
な
姿
勢
を
大

い
に
期
待
す
る
」
と
職
員
の
奮
起
を
促
し

ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
い
３
月
31
日
で
退
任
す

る
工
藤
信
夫
副
市
長
の
退
任
式
が
、
３
月

31
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
参
集
し
た
幹

部
職
員
を
前
に
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま

し
た
。 

　
工
藤
副
市
長
は
、
関
東
学
院
大
学
工
学

部
を
卒
業
し
、
民
間
会
社
を
経
て
昭
和
53

年
に
鷹
巣
町
職
員
に
採
用
さ
れ
、
建
設
課

長
、
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
、
財
務
課
長
、

福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課
長
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
合
併
後
は
、
下
水
道
課
長
、

建
設
課
長
、
総
務
部
長
を
歴
任
し
平
成
23

年
４
月
１
日
に
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
退
任
式
で
、
津
谷
市
長
は
「
副
市
長
に

就
任
さ
れ
た
平
成
23
年
は
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
た
年
。
あ
の
よ
う
な
大
混
乱

の
中
で
職
員
を
束
ね
、
職
員
が
一
致
団
結

し
て
市
民
の
安
全
安
心
の
確
保
に
あ
た
る

た
め
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
い
た
。
就
任
の
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
行
政
経
験
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
市

長
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
と
述
べ
ら

れ
た
と
お
り
、
副
市
長
と
し
て
私
の
そ
ば

で
し
っ
か
り
と
支
え
て
く
れ
た
。
こ
の
４

年
間
、
様
々
な
悩
み
や
ご
苦
労
も
あ
っ
た

と
思
う
が
、
表
面
に
は
出
さ
ず
、
今
日
ま

で
副
市
長
の
役
職
を
続
け
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
へ
の
ご
指
導
、
市

政
へ
の
ご
教
授
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
工
藤
副
市
長
は
「
現
在
、
住

ん
で
い
る
人
、
こ
れ
か
ら
住
む
で
あ
ろ
う

人
た
ち
が
、
将
来
、
明
る
い
見
通
し
が
見

い
出
せ
る
よ
う
な
業
務
を
行
う
こ
と
が
自

治
体
の
役
割
と
考
え
て
い
る
。
高
齢
化
、

少
子
化
、
人
口
減
少
、
そ
し
て
地
方
創
生

は
突
然
に
課
題
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

豊
富
な
経
験
と
知
識
、
更
に
は
個
々
の
感

性
を
高
め
な
が
ら
、
今
後
よ
り
一
層
、
津

谷
市
長
の
も
と
市
の
発
展
の
た
め
尽
力
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
４
年

間
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
退
任
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

工
藤
信
夫
副
市
長
退
任
式

市
長
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
た
4
年
間

津
谷
市
長
年
度
始
め
の
訓
示

今
こ
そ
、
知
恵
と
汗
を
振
り
絞
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
食
を
支
え
る
施
設
が
完
成

も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
北
秋
田
市
も
り
よ
し
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
竣
工
式
が
、
４
月
６
日
に
米
内
沢

字
林
ノ
腰
地
内
の
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約
30
人
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。 　

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
合
川
、
森
吉
、
阿
仁

地
区
の
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
や
学

校
給
食
調
理
場
な
ど
７
施
設
を
統
合
し
、

旧
米
内
沢
総
合
病
院
跡
地
に
新
築
し
た
も

の
。
延
床
面
積
は
約
１
４
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
１
階
に
は
下
処
理
室
、
調
理
室
、

焼
物
・
揚
物
・
蒸
物
・
炊
飯
室
、
ア
レ
ル

ギ
ー
食
調
理
室
等
を
備
え
る
オ
ー
ル
電
化

厨
房
、
２
階
に
は
食
育
研
修
の
場
と
し
て

活
用
で
き
る
見
学
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
等

が
設
け
ら
れ
、
同
地
区
の
小
学
校
５
校
、

中
学
校
３
校
に
約
９
５
０
食
提
供
し
ま
す
。

　
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
当
セ
ン
タ
ー
が
、

こ
の
地
域
の
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
食
を
支
え
る
中
心
的
な
施
設
と
し
て
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
。 

引
き
続
き
、
市
、
市
議
会
、

教
育
委
員
会
、
周
辺
自
治
会
、
工
事
関
係

者
の
代
表
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
て

セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

  

こ
の
日
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
本
格
稼
働

の
初
日
と
な
り
、
出
席
者
は
、
見
学
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
室
か
ら
、
大
型
の
調
理
器

で
手
際
よ
く
調
理
す
る
様
子
を
確
か
め
て

い
ま
し
た
。

▲２階の見学・ミーティング室から見た
調理の様子

▲退任のあいさつの後、津谷市長から花
束の贈呈を受ける工藤信夫副市長

▲津谷市長らがテープカットを行って完
成を祝いました

▲市役所の主幹級以上の職員らを前に津
谷市長が訓示
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安全安心な地域のために

接遇マナーの基本しっかりと

民営化で更なる発展を

農業振興に多大な貢献

有事に備えて一斉放水訓練

迎え火が幻想的に照らしだす

▲津谷市長から委嘱状の交付を受ける防犯
指導員

▲名刺の正しい渡し方や受け取り方を学ぶ
参加者

▲小林幸子園長と代表園児から保育園の鍵
を受け取る簾内悦子新園長

▲津谷市長に緑白綬有功章の受章を報告す
る藤岡茂憲さん

▲手際よい動きで放水訓練を行う、阿仁地
区の消防団員

▲鎌沢地区の仕掛け万灯火は、「大仏」「中日」
などの文字が浮かび上がりました

●防犯指導員・交通指導員委嘱状交付式

●新人社員合同研修会

●鷹巣中央保育園移管式

●藤岡茂憲さんが緑白綬有功章

●春の火災予防運動

●春彼岸の伝統行事「万灯火」

　
北
秋
田
市
の
防
犯
指
導
員
と
交
通
指
導
員

の
委
嘱
状
交
付
式
が
、
４
月
６
日
に
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
、
津
谷
市
長
が
指
導
員
一
人

一
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
防
犯
指
導
員
は
犯
罪
及
び
事
故
の
な
い
明

る
い
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
ま
た
、

交
通
指
導
員
は
道
路
交
通
の
安
全
を
保
持
す

る
た
め
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
交
通
指
導
員
の
交
付
式
で
は
、

42
人
に
委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、
津
谷
市
長

が
「
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
尊
い
命
を
守
る

こ
と
は
全
て
の
市
民
の
願
い
。
関
係
団
体
と

の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
一
致
団
結
し
て

当
市
の
交
通
事
故
防
止
活
動
の
核
と
な
っ
て
、

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

　
両
指
導
員
の
任
期
は
２
年
間
で
す
。　

　
北
秋
田
市
商
工
会
主
催
の
新
入
社
員
合
同

研
修
会
が
、
３
月
25
日
に
産
業
会
館
で
開
か

れ
、
４
月
か
ら
市
内
の
企
業
な
ど
に
入
社
す

る
24
人
が
接
遇
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。　

　
研
修
で
は
、
㈱
北
都
銀
行
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー

ビ
ス
部
の
時
田
悦
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
、

あ
い
さ
つ
の
仕
方
や
来
客
対
応
な
ど
を
指
導

し
ま
し
た
。
時
田
さ
ん
は
「
人
は
、
身
だ
し

な
み
、
表
情
、
姿
勢
で
人
を
判
断
す
る
」
と

話
し
、
第
一
印
象
の
大
切
さ
を
説
明
。
ま
た
、

「
あ
い
さ
つ
は
『
語
先
後
礼
』
と
言
い
、
相

手
の
目
を
見
て
に
こ
や
か
に
あ
い
さ
つ
し
、

そ
の
後
で
礼
を
す
る
の
が
基
本
」
と
述
べ
実

践
を
交
え
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

  

参
加
者
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
職
場
で
生
か

そ
う
と
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
真
剣
な
面
持

ち
で
研
修
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
鷹
巣
中
央
保
育
園
の
民
営
化
に
伴
う
移
管

式
が
、
３
月
27
日
に
同
園
で
行
わ
れ
、
園
児

や
保
護
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
新
た

な
子
育
て
施
設
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
同
園
は
、
北
秋
田
市
保
育
園
等
整
備
計
画

に
基
づ
き
４
月
か
ら
民
営
化
と
な
り
、
秋
田

県
民
生
協
会
（
佐
藤
修
助
理
事
長
）
が
運
営

し
ま
す
。

　
移
管
書
を
佐
藤
理
事
長
に
交
付
し
た
津
谷

市
長
は
「
児
童
が
輝
け
る
よ
う
な
保
育
園
に

な
る
よ
う
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど

と
あ
い
さ
つ
。
佐
藤
理
事
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
、
元
気
で
伸
び
伸
び
と
成
長
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。
こ
の
後
、
小
林
幸
子
園
長
と
代
表
園

児
が
、
簾
内
悦
子
新
園
長
に
保
育
園
の
鍵
を

手
渡
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

　
公
益
社
団
法
人
大
日
本
農
会
の
平
成
26
年

度
農
事
功
績
者
表
彰
で
、
緑
白
綬
有
功
章
を

受
章
し
た
藤
岡
茂
憲
さ
ん
（
62
歳
・
李
岱
）

が
、
４
月
１
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
津
谷
市

長
に
受
章
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
藤
岡
さ
ん
は
、
昭
和
50
年
に
就
農
し
、
平

成
９
年
に
は
農
業
生
産
法
人
有
限
会
社
藤
岡

農
産
を
立
ち
上
げ
事
業
規
模
を
拡
大
。
ま
た
、

平
成
２
年
か
ら
合
川
町
農
業
委
員
を
務
め
ら

れ
、
合
併
後
も
北
秋
田
市
農
業
委
員
と
し
て

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

平
成
25
年
か
ら
は
日
本
農
業
法
人
協
会
会
長

に
就
任
さ
れ
、
全
国
の
農
業
法
人
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
藤
岡
さ
ん
は
「
受
章
は
名
誉
な
こ
と
で
、

嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
は
後
継
者
の
育

成
に
も
努
め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
春
の
火
災
予
防
運
動
が
、
４
月
５
日
か
ら

11
日
ま
で
実
施
さ
れ
、
市
内
各
地
で
も
一
斉

放
水
訓
練
や
火
災
予
防
啓
発
活
動
、
巡
回
広

報
、
チ
ラ
シ
配
布
、
防
火
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴

な
ど
に
よ
る
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
初
日
の
５
日
に
は
、
消
防
ポ
ン
プ
等

の
点
検
と
技
術
の
向
上
を
図
ろ
う
と
鷹
巣
中

央
公
園
、
上
杉
農
村
運
動
公
園
、
米
内
沢
の

阿
仁
川
河
川
敷
駐
車
場
、
阿
仁
湯
口
内
地
内

で
一
斉
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
阿
仁
湯
口
内
地
内
で
行
わ
れ
た

訓
練
に
は
、
６
つ
の
分
団
と
消
防
本
部
か
ら

合
わ
せ
て
約
１
０
０
人
が
参
加
。
放
水
開
始

の
合
図
と
と
も
に
、
団
員
が
き
び
き
び
と
し

た
動
き
で
河
川
か
ら
水
を
く
み
上
げ
、
ポ
ン

プ
車
や
小
型
動
力
ポ
ン
プ
で
河
川
に
向
か
っ

て
一
斉
に
放
水
し
ま
し
た
。

　
春
彼
岸
の
中
日
に
あ
た
る
３
月
21
日
、
合

川
南
地
区
の
各
集
落
で
伝
統
行
事
「
万
灯

火
」
が
行
わ
れ
、
迎
え
火
の
明
か
り
が
残
雪

の
山
間
を
照
ら
し
出
し
ま
し
た
。

　
万
灯
火
は
、
油
を
染
み
込
ま
せ
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
の
布
玉
を
、
針
金
で
支
柱
に
結
び

付
け
て
燃
や
し
先
祖
を
し
の
び
、
合
わ
せ
て

豊
年
満
作
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
。

　
三
木
田
地
区
で
は
孫
七
沢
橋
付
近
の
山
沿

い
に
設
置
さ
れ
た
大
型
の
万
灯
火
が
、
残
雪

を
照
ら
す
と
と
も
に
、
揺
れ
る
火
が
川
面
に

も
写
し
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
鎌
沢
地
区

で
は
幹
線
道
路
沿
い
に
「
鎌
沢
の
大
仏
」
を

表
す
仕
掛
け
万
灯
火
な
ど
が
展
開
さ
れ
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
闇
夜
に
浮
か
び
上
が
る
幻
想
的

な
万
灯
火
の
演
出
に
車
を
止
め
て
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

り
ょ
く
は
く
じ
ゅ
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学びの広場

成田為三作曲のジャズに酔いしれる成田為三作曲のジャズに酔いしれる

　▲成田為三作曲のジャズ曲が披露された演奏会

　ピアノ奏者の早川泰子さんをメインに、ベースの
山下弘治さん、ギターの佐藤郁夫さんのトリオによ
るジャズコンサートが、３月７日に浜辺の歌音楽館
で開催されました。
　定期演奏会初のジャズ演奏とあって、110人の方
が来場し、音楽館ならではの「砂かぶり席」で迫力
ある生演奏を楽しみました。
　スタンダードなナンバーのほか、成田為三作曲の
ジャズ曲「まぼろしの泉」、「乙女心」、早川さんによ
りジャズ風に編曲された「浜辺の歌」が演奏され、

来場者は３人の織り成すジャズの世界と奥深い成田
為三の魅力に酔いしれていました。～浜辺の歌音楽館第89回定期演奏会～

　サケ放流事業「カムバック縄文サーモン」が、４
月18日に伊勢堂岱遺跡下を流れる湯車川で行われ、
サケの稚魚３万匹を放流しました。
　この事業は、サケの放流をとおして湯車川をサケ
が遡上する川として、遺跡の世界遺産登録推進に重
要な周辺環境の保全を目的に行われており、昨年秋
には、体長70センチほどのサケの遡上が多数確認
され、放流の成果が現れています。
　現在、工事が行われているため安全を考慮し、市
や鷹巣漁協、遺跡ワーキンググループが中心となっ 　▲湯車川に放流されるサケの稚魚３万匹

て放流を行い、４～５年後の里帰りに期待を込め、
新たな稚魚を見送りました。

放課後も元気いっぱい笑顔ひろがる放課後も元気いっぱい笑顔ひろがる
～「合川小児童クラブ」スタート～

サケの稚魚３万匹放流サケの稚魚３万匹放流
～カムバック縄文サーモン～

　合川地区小学校の統合に伴い建設されていた「合
川小児童クラブ」が、４月１日にスタートしました。
　児童クラブは、放課後や学校休業中に共働きなど
で保護者が不在となる家庭に代わって、子どもたち
に安全な生活の場と遊びの場を提供し、児童の健全
な育成を図るため、開設されています。
　「合川小児童クラブ」は、３クラス編成で141人
の児童が登録し、敷地内に整備された遊び場や健康
広場では、外でのびのび遊ぶことができるほか、隣
接する合川公民館図書室で本を借りたり、合川体育 　▲新設された児童クラブで元気に遊ぶ児童たち

館でスポーツを楽しむこともでき、指導員の見守る
中で、自由遊びを中心に過ごしています。

わ
れ
て
い
ま
す
。

◇『
菅
江
真
澄
』
の
標
柱
あ
り

　
享
和
２
年
（
１
８
０
２
年
）
12
月
14

日
蜃
気
楼
を
見
る
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。（『
雪
の
秋
田
根
』
よ
り
）　

　
真
澄
は
森
吉
地
区
に
３
回
訪
れ
て
い

ま
す
が
、
享
和
２
年
に
は
森
吉
山
、
米

内
沢
、
小
滝
、
湯
の
岱
、
小
又
地
区
を

訪
問
し
、
そ
の
地
域
の
様
子
を
記
録
し

て
い
ま
す
。

＊
２
回
目
訪
問…

１
８
０
３
年　
砂
子

沢
、白
糸
の
滝
方
面
（『
す
す
き
の
濤
』）

＊
３
回
目
訪
問…

１
８
０
５
年　
森
吉
、

様
田
方
面
（『
み
か
べ
の
よ
ろ
い
』）

▽
昭
和
59
年
３
月
21
日
指
定
史
跡

▽
資
料
／
「
北
秋
田
市
指
定
文
化
財
一

覧
」（
北
秋
田
市
教
育
委
員
会
）、
森
吉

在
住
郷
土
史
家
研
究
資
料
、
住
民
聞
き

取
り
、「
北
鹿
は
宝
箱
」

▽
紹
介
者
／
北
秋
田
市
文
化
財
保
護
審

議
委
員　
照
内
捷
二

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

ふ
る
さ
と
の
文
化
財

86

○「
御
狩
屋
跡
」

◇
所
在
地　
北
秋
田
市
米
内
沢
字
大
野
岱

◇
管
理
者　
北
秋
田
市

　
鷹
巣
か
ら
国
道
２
８
５
号
線
を
米
内

沢
方
面
に
向
か
い
吉
野
地
区
を
過
ぎ
る

と
大
野
岱
に
至
り
、
右
手
に
御
狩
屋
跡

の
標
柱
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
地
は
、
文
化
６
年
（
１
８
０
９

年
）
秋
田
藩
第
９
代
藩
主
佐
竹
義
和
公

が
阿
仁
鉱
山
巡
覧
の
帰
途
に
当
地
を

通
っ
た
際
、
休
憩
を
と
っ
た
由
緒
あ
る

土
地
と
し
て
、
旧
森
吉
町
で
文
化
財
と

し
て
指
定
し
た
も
の
で
す
。

　
郷
土
史
家
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
地

は
道
路
（
街
道
）
で
は
な
く
大
草
原
で
、

多
く
の
馬
が
放
牧
さ
れ
て
お
り
、
狼
が

出
没
し
馬
を
食
い
殺
す
こ
と
か
ら
、
飼

育
農
家
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
米
内
沢
奉
行
所

は
狼
退
治
の
た
め
、
櫓
を
組
み
近
郷
か

ら
村
民
１
万
人
を
集
め
狼
退
治
の
掃
討

を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
中
央
の
土
盛
り
は
、
昭
和
18

年
に
秋
田
17
連
隊
と
弘
前
師
団
の
合
同

演
習
が
開
催
さ
れ
た
際
、
秩
父
宮
が
訓

示
さ
れ
た
演
台
と
し
て
作
ら
れ
た
と
い

北
秋
田
市
指
定
史
跡

　御狩屋跡（米内沢字大野岱）

お
か
り
や
あ
と

■
寄
せ
植
え
講
座　

　
美
し
い
花
を
楽
し
む
た
め
の
土
づ
く
り

か
ら
、寄
せ
植
え
の
コ
ツ
を
学
び
ま
す
。

日
時　
６
月
12
日（
金
）
13
時
30
分
〜

場
所　
阿
仁
公
民
館

講
師　
加
藤
由
美
子
さ
ん

定
員　
20
人　
材
料
代　

１
０
０
０
円

申
込
締
切　
５
月
29
日（
金
）
ま
で

持
ち
物　
小
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋

　

郷
土
出
身
の
作
曲
家
、成
田
為
三
先
生

の
作
品
を
中
心
に
、い
ろ
い
ろ
な
曲
を
楽

し
く
歌
い
活
動
し
て
い
ま
す
。素
敵
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
歌
い
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
小
学
校
１
年
生
〜
高
校
３
年
生

練
習
場
所　
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

練
習
日
時　
９
時
〜
12
時（
毎
週
土
曜
日
）

後
援
会
費　
月
１
０
０
０
円

期
日　
５
月
３
日（
日
）
〜
５
日（
火
）

時
間　
９
時
〜
16
時

場
所　
七
日
市
長
岐
邸

入
場
料　
無
料

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
内
図
書
館
・
図
書
室
よ
り
、お
す
す
め

の
本
を
紹
介
し
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
鷹
巣
図
書
館

『
日
本
家
紋
総
鑑
』（
千
鹿
野
茂 

著
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
川
学
芸
出
版

　
家
紋
約
２
万
種
類
を
掲
載
し
た
日
本
最

大
の
家
紋
辞
典
で
す
。（
館
内
閲
覧
の
み
）

『
上
昇
思
考
』（
長
友
佑
都 

著
）  

角
川
書
店

　
物
事
に
対
し
て
前
向
き
に
思
考
す
る
姿

勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
森
吉
図
書
館

『
毎
日
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法
』　　

　

  （
近
藤
麻
理
恵 

著
）サ
ン
マ
ー
ク
出
版

　
片
づ
け
の
具
体
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
合
川
公
民
館
図
書
室

『
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
み
ん
な
の
お
に
ぎ
ら
ず
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
の
友
社

　
に
ぎ
ら
ず
作
れ
る
簡
単
お
に
ぎ
り
が
50

点
以
上
登
場
し
ま
す
。

■
阿
仁
公
民
館
図
書
室

『
声
の
出
な
い
ぼ
く
と
マ
リ
さ
ん
の
一
週
間
』

　
　
　
　
　
　
　

 （
松
本
聰
美 

著
）汐
文
社

　

初
め
て
出
会
っ
た
マ
リ
さ
ん
は
、不
思

議
な
人
で
し
た…

。

　
阿
仁
公
民
館
公
開
講
座

申
問
　
　

  

阿
仁
公
民
館 

☎
82‐

２
２
２
０

    

団
員
を
募
集
し
ま
す

申
問
　
　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団

申
問　

  

お
さ
る
べ
元
気
く
ら
ぶ

　
　
☎
0
9
0‐

6
1
0
1‐

8
9
0
6

事
務
局

　
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
問
　
　

  

鷹
巣
図
書
館 

☎
62‐

３
３
１
１

や
ぐ
ら

　
長
岐
邸
一
般
開
放
と「
葛
黒
火
ま
つ
り

　
か
ま
く
ら
」写
真
展
を
開
催
し
ま
す
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▲体育館

▲完成した合川小学校の校舎と体育館（写真左）

▲理科室

▲竣工式で式辞を述べる津谷市長

▲竣工式で元気に校歌を斉唱する児童

▲普通教室 ▲校舎の南側

▲パソコン室▲体育館の２階ホール

　
市
立
合
川
小
学
校
（
藤
嶋
勇
人
校
長
・
児
童
２
４
２
人
）
の
竣
工
式
が
、
４
月

８
日
に
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
、
地
域
住
民
、
工
事
関
係
者
な

ど
が
出
席
し
、
木
の
温
も
り
あ
ふ
れ
る
新
校
舎
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
小
学
校
再
編
計
画
に
基
づ
き
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
合
川
地
区
で
は
、
平
成
24
年
に
合
川

西
小
学
校
と
合
川
南
小
学
校
が
先
行
統
合
し
、
旧
合
川
西
小
学
校
の
校
舎
を
使
用

し
て
合
川
小
学
校
と
し
て
開
校
。
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
、
合
川
東
小
学
校
と
合

川
北
小
学
校
が
加
わ
り
、
新
生
合
川
小
学
校
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　
新
校
舎
の
建
設
は
、
平
成
23
年
度
の
基
本
設
計
か
ら
始
ま
り
、
平
成
27
年
３
月

ま
で
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２
階
建
て
の
校
舎
と
鉄
骨
造
り
の
体
育
館
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
外
構
、
駐
車
場
が
完
成
。
校
舎
は
延
床
面
積
４
１
５
６
・
19
平
方
メ
ー

ト
ル
で
、
普
通
教
室
12
室
、
特
別
教
室
７
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
校
長

室
、保
健
室
等
が
、体
育
館
は
延
床
面
積
１
４
２
３
・
５
平
方
メ
ー
ト
ル
で
ア
リ
ー
ナ
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ト
イ
レ
、
更
衣
室
を
備
え
、
内
装
に
は
地
元
の
木
材
が

ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校
舎
の
屋
上
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
環
境
教
育
や
災
害
時
の
非
常
用
電
源
と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま
す
。 　

　
式
典
で
津
谷
市
長
は
「
本
日
こ
こ
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
校
舎
が
完
成
し
た
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
校

舎
で
合
川
小
学
校
の
新
し
い
歴
史
を
刻
み
、
友
情
を
深
め
な
が
ら
勉
学
に
は
げ
み
、

未
来
に
向
か
っ
て
大
き
く
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
校
長
は
じ
め
教
職
員
の

皆
さ
ん
に
は
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
学
校
に
育
て
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
」

と
式
辞
。
続
い
て
、
庄
司
弘
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所
長
が
「
新
し
い
体
育
館
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
心
と
体
を
鍛
え
て
ほ
し
い
」、
松
尾
秀
一
市
議
会
議
長
は
「
合
川
地

区
の
す
べ
て
の
児
童
が
勉
学
に
励
む
環
境
が
整
っ
た
」
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
た
後
、

校
舎
用
地
提
供
者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
全
員
で
校
歌
と
北
秋
田
市
民
歌
を
斉
唱
し
、
新
校
舎
で
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
祝
い
ま
し
た
。

▲地元産の木材をふんだんに使い、明るい光が差し込む多目的ホール

木の温もりあふれる
　　　　　学び舎完成
木の温もりあふれる
　　　　　学び舎完成

新
生
・
合
川
小
学
校
誕
生

新
生
・
合
川
小
学
校
誕
生
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同
校
は
明
治
８
年
４
月
、
上
杉
学
校
と

し
て
創
立
。
同
17
年
に
上
杉
尋
常
小
学
校

と
改
称
し
、
同
26
年
１
月
に
現
在
地
の
校

舎
に
移
転
し
ま
し
た
。
昭
和
に
入
り
国
民

学
校
時
代
を
経
て
、
昭
和
30
年
に
は
町
村

合
併
に
よ
り
合
川
東
小
学
校
と
改
称
。
同

44
年
か
ら
は
、
新
校
舎
の
工
事
が
四
期
に

分
け
て
実
施
さ
れ
、
平
成
10
年
に
は
体
育

館
の
全
面
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

同
26
年
４
月
に
は
創
立
１
３
９
周
年
記
念

式
典
が
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
閉
校
式
に
は
卒
業
生
や
地
域
住
民
を
含

め
て
約
３
３
０
人
が
出
席
。
は
じ
め
に
津

谷
市
長
が
「
合
川
東
小
学
校
で
は
、
明
る

く
の
び
の
び
と
学
ぶ
校
風
と
文
化
と
教
養

が
豊
か
な
風
土
の
も
と
、
多
く
の
子
ど
も

た
ち
が
立
派
に
学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き

　
市
立
合
川
東
小
学
校
（
小
林
寿
校
長
、
児
童
数
97
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
３
９
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
14
日
に
同

校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
３
３
０
人
が

出
席
し
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
同
校
の
歴
史
と
伝
統

は
、
合
川
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
合
川
東
小
学
校 

閉
校
式

明
治
８
年

17
年

26
年

28
年

大
正
７
年

13
年

昭
和
５
年

10
年

16
年

22
年

30
年

40
年

44
年

45
年

50
年

53
年

57
年

60
年

平
成
２
年

６
年

７
年

10
年

17
年

20
年

23
年

26
年

27
年

上
杉
学
校
と
し
て
創
立
（
上
杉
村
11
番
地
）

上
杉
尋
常
小
学
校
と
改
称

現
在
地
に
校
舎
新
築
（
上
杉
村
字
下
屋
布
岱
）

上
杉
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

校
庭
拡
張
工
事
竣
工

創
立
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

校
舎
増
築

創
立
60
周
年　

体
操
場
と
教
室
増
築　

上
大
野
国
民
学
校
と
改
称

上
大
野
小
学
校
と
改
称

町
村
合
併
に
よ
り
合
川
町
立
合
川
東
小
学
校
と
改
称

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行

創
立
90
周
年
記
念
式
典
挙
行

新
校
舎
一
期
工
事
（
北
校
舎
）
完
成

新
校
舎
二
期
工
事
（
南
校
舎
）
完
成　

プ
ー
ル
完
成

新
校
舎
三
期
工
事
（
体
育
館
）
完
成

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

新
校
舎
四
期
工
事
（
管
理
棟
）
完
成

土
俵
完
成

県
教
委
委
属
「
学
校
保
健
」
研
究
公
開

校
門
、
校
庭
舗
装
、
教
育
参
考
林
水
道
小
屋
完
成

文
部
省
指
定
「
奉
仕
等
体
験
活
動
」
研
究
公
開

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

体
育
館
全
面
改
修
工
事

創
立
１
３
０
周
年
学
習
発
表
会　
北
秋
田
市
立
合
川
東
小
学
校
と
改
称

第
59
回
全
国
植
樹
祭
（
北
欧
の
杜
）
参
加

秋
田
県
道
徳
教
育
研
究
大
会
会
場
校

創
立
１
３
９
周
年
記
念
式
典
挙
行

閉
校
式
典
、
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
挙
行

合
川
東
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：合川東小学校　１３９年のありがとうを心に

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
子
ど
も
た
ち
が
積
み

重
ね
て
き
た
数
々
の
輝
か
し
い
活
躍
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
な
名
誉

で
あ
り
、
市
と
し
て
も
大
き
な
誇
り
で
す
。 

皆
さ
ん
の
精
神
は
今
後
も
引
き
継
が
れ
、

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
健
康

と
地
域
の
活
性
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
と

確
信
し
て
い
ま
す
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　　
小
林
校
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
閉
校
に

向
け
た
今
年
１
年
間
の
取
り
組
み
「
１
３

９
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
紹
介
。「『
１
３
９

年
の
あ
り
が
と
う
を
心
を
込
め
て
伝
え
ま

す
』
を
合
言
葉
に
、
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が

子
ど
も
に
も
た
ら
す
も
の
は
、
愛
校
心
で

あ
り
郷
土
愛
で
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
卒

業
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
合
川
東
小
学

校
は
永
遠
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、
人

生
の
原
点
で
す
。
自
分
が
暮
ら
す
ふ
る
さ

と
を
心
か
ら
愛
す
る
こ
と
が
、
高
い
志
を

持
っ
て
ふ
る
さ
と
を
支
え
る
人
間
を
育
て

る
の
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
」
な
ど
と
思
い

を
語
り
、
最
後
に
「
新
生
合
川
小
学
校
で

も
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
か
し
い
未
来
の
た

め
に
こ
れ
ま
で
以
上
の
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　　
工
藤
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
佐
藤
昭
洋
県
教

育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
佐
藤
重
光
市
議

会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、

児
童
か
ら
の
お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
６
年

生
の
村
形
駿
太
さ
ん
と
工
藤
小
晴
さ
ん
の

二
人
が
代
表
し
、
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
を

振
り
返
り
な
が
ら
「
合
川
東
小
学
校
は
閉

校
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
未
来
の
合
川
の

た
め
、
未
来
の
自
分
の
た
め
に
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
成
長
し
続
け
ま
す
。
あ
り
が
と

う
我
が
母
校
、
合
川
東
小
学
校
は
い
つ
ま

で
も
私
た
ち
の
中
に
生
き
続
け
ま
す
」
な

ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

数
々
の
輝
か
し
い
活
躍
は
地
域
に

と
っ
て
大
き
な
名
誉　
　

津
谷
市
長

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
で
成
長
し
続
け
る

　
　

村
形
駿
太
さ
ん
、
工
藤
小
晴
さ
ん

　
式
典
の
最
後
に
、
小
林
校
長
が
津
谷
市

長
に
校
旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
１
３
９
年
の
歴

史
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
児
童
全
員
に
よ
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
１
３
９
年
の
あ
り
が
と
う
』
が
披
露
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
ふ

る
さ
と
の
こ
と
を
思
い
、
地
元
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
を
探
す
ス
ト
ー
リ
ー
に
会
場

か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
作
詞　
武
田
武
雄

　
　
　
　
　
　
作
曲　
露
木
次
男

一
、雪
を
い
た
だ
く　
森
吉
の

　

 

嶺
に
は
る
け
く　
こ
だ
ま
し
て

　

 

わ
れ
ら
の
歌
が　
ひ
び
き
ま
す

　

 

御
山
の
よ
う
に　
き
よ
ら
か
に

　

 

明
る
く
つ
よ
く　
学
び
ま
し
ょ
う

二
、霧
の
た
ん
ぼ
を　
阿
仁
川
の

　

 

流
れ
豊
か
に　
そ
そ
ぐ
と
き

　

 

わ
れ
ら
は
夢
を　
描
き
ま
す

　

 

新
た
な
日
本　
に
な
う
た
め

　

 

明
る
く
つ
よ
く　
学
び
ま
し
ょ
う

　
　
　

三
、風
に
か
が
や
く　
大
野
台

　

 

樹
海
は
て
な
く　
う
ね
る
と
き

　

 

わ
れ
ら
の
胸
も　
躍
り
ま
す

　

 

平
和
な
世
界　
つ
く
る
た
め

　

 

明
る
く
つ
よ
く　
学
び
ま
し
ょ
う

　
　

　
　 校 

歌

▲小林校長から津谷市長に校旗が返納
されました

閉校
記念特集

合
川東小学校

　
閉
校
式
終
了
後
に
は
、
全
員
が
校
庭
に

移
動
し
て
記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
記
念
碑
は
、
表
面
に
同
校
の
校
歌

の
歌
詞
、
裏
面
に
は
沿
革
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
記
念
碑
の
上
側
は
森
吉
山
の
峰
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
合

川
で
「
思
い
出
を
語
る
会
」
が
開
か
れ
、

卒
業
生
や
旧
職
員
、
地
域
の
方
々
な
ど
が

参
加
し
、
歴
史
と
伝
統
を
振
り
返
り
な
が

ら
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。 

　最後の卒業式と閉校式を行い139年の
歴史に幕を下ろした市立合川東小学校
　最後の卒業式と閉校式を行い139年の
歴史に幕を下ろした市立合川東小学校

東
小
学
校
は
永
遠
の
心
の
ふ
る
さ
と

で
あ
り
人
生
の
原
点　
　

小
林
校
長

１
３
９
年
の
あ
り
が
と
う
を
心
に

　学校統合のため平成 27 年３月で閉校し
た合川東小学校。閉校式では、全校児童が
「合川東小ミュージカル『139 年のありが
とう』」を上演。劇や歌、踊りを交え校史
を振り返り、学び舎に別れを告げました。

し
ゅ
ん
た

こ
は
る
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同
校
は
明
治
７
年
に
木
戸
石
学
校
と
し

て
創
立
さ
れ
、
昭
和
22
年
に
は
下
大
野
小

学
校
、
同
30
年
に
は
町
村
合
併
に
よ
り
現

在
の
合
川
北
小
学
校
と
な
り
、
同
46
年
に

は
現
校
舎
が
完
成
。
こ
れ
ま
で
に
５
１
６

９
人
が
卒
業
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は

合
川
東
小
学
校
と
と
も
に
合
川
小
学
校
と

し
て
統
合
し
、
新
し
い
合
川
小
学
校
と
な

り
ま
す
。

　
式
典
に
は
教
職
員
を
は
じ
め
在
校
生
、

保
護
者
、
元
教
職
員
、
地
元
自
治
会
な
ど

か
ら
約
２
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
「
本
日
、
長
き

に
わ
た
り
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
歴

史
に
幕
が
ひ
か
れ
る
こ
と
は
本
校
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
た
す
べ
て
の
人
に
と
っ
て
、

誠
に
感
慨
深
く
、
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
た

　
市
立
合
川
北
小
学
校
（
佐
藤
洋
子
校
長
、
児
童
数
79
人
）
が
市
の
学
校
再
編
に
伴
い
、

３
月
末
日
で
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
閉
校
式
は
、
３
月
22
日
に
同

校
で
行
わ
れ
、
児
童
や
教
職
員
を
は
じ
め
、
卒
業
生
、
地
域
住
民
な
ど
約
２
７
０
人
が

出
席
し
小
学
校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
地
域
と
と
も
に
あ
っ
た
同
校
の
歴
史
と
伝
統

は
、
合
川
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

北
秋
田
市
立
合
川
北
小
学
校 

閉
校
式

明
治
７
年

13
年

22
年

25
年

33
年

42
年

44
年

大
正
11
年

　

昭
和
16
年

22
年

27
年

29
年

30
年

31
年

37
年

39
年

46
年

49
年

57
年

平
成
２
年

６
年

９
年

16
年

17
年

26
年

27
年

木
戸
石
学
校
創
立
（
木
戸
石
字
屋
布
岱
１
２
２
番
地
）

第
三
十
学
区
木
戸
石
小
学
校
と
改
称

簡
易
小
学
校
と
改
称

木
戸
石
簡
易
小
学
校
と
改
称

木
戸
石
尋
常
小
学
校
と
改
称

校
舎
現
在
地
新
築
移
転
（
木
戸
石
字
屋
布
岱
35
〜
43
番
地
）

木
戸
石
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

学
制
頒
布
50
周
年
記
念
式
典
挙
行

校
舎
玄
関
前
に
赤
松
の
成
木
を
植
樹
す
る

下
大
野
国
民
学
校
と
改
称

下
大
野
小
学
校
と
改
称

校
歌
制
定
（
作
詞　

畠
山
義
郎　
　

作
曲　

大
山
会
三
郎
）

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙
行

町
村
合
併
に
よ
り
合
川
町
立
合
川
北
小
学
校
と
改
称

校
章
、
校
旗
制
定

髙
橋
正
吉
氏
よ
り
希
望
の
少
年
像
「
つ
よ
し
君
」
寄
贈

創
立
90
周
年
記
念
式
典
挙
行

校
舎
新
築
竣
工
記
念
式
典
挙
行

創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

合
川
、
国
立
児
童
交
流
会
開
催

ソ
連
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
訪
日
団
来
校

創
立
１
２
０
周
年
記
念
式
典
挙
行　

屋
根
付
き
相
撲
場
完
成

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰

創
立
１
３
０
周
年

四
町
合
併
に
よ
り
北
秋
田
市
立
合
川
北
小
学
校
と
改
称

創
立
１
４
０
周
年

閉
校
式
典
・
閉
校
記
念
碑
除
幕
式
挙
行

合
川
北
小
学
校
の
沿
革

▲校庭の一角に建立された記念碑。表に
校歌、裏に学校の沿革が刻まれています

特集：合川北小学校　１４０年の歴史に幕を下ろす

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

１
４
０
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
輝
か
し
い
栄
光
と
実
績
は
、
地
域
は
も
と

よ
り
、
市
の
誇
り
と
し
て
未
来
永
劫
語
り

継
が
れ
て
い
く
も
の
。
在
校
生
は
寂
し
い

思
い
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
閉
校
と
統
合

に
向
き
合
い
な
が
ら
、
学
校
生
活
や
様
々

な
行
事
に
一
生
懸
命
、
元
気
い
っ
ぱ
い
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
頑
張
り
で
、

必
ず
や
合
川
北
小
学
校
で
の
生
活
を
力
強

く
踏
み
出
し
、
新
し
い
礎
を
作
り
上
げ
て

く
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
」
な
ど

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
佐
藤
洋
子
校
長
は
「
合
川
北
小
学
校
１

４
０
年
、
一
人
一
人
の
最
高
の
合
北
（
あ

い
き
た
）
で
有
終
の
美
を
飾
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
取
り
組
ん
だ
一
年
の
歩
み

を
紹
介
し
、「
全
校
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
た
一
年
で
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
最
後
に
「
合

川
北
小
は
大
切
な
母
校
で
あ
り
、
と
こ
し

え
に
心
の
中
に
生
き
続
け
ま
す
。
北
小
の

一
生
の
思
い
出
を
胸
に
今
、
北
小
を
巣
立

つ
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
統
合
合
川
小

が
希
望
の
学
び
舎
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち

が
新
た
な
伝
統
を
築
き
な
が
ら
更
な
る
成

長
を
と
げ
ら
れ
る
よ
う
心
よ
り
願
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守

り
、
励
ま
し
続
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　　
伊
勢
博
文
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
佐
藤
昭
洋
秋

田
県
教
育
庁
北
教
育
事
務
所
長
、
松
尾
秀

一
市
議
会
議
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
６
年
の

河
田
健
登
さ
ん
が
「
運
動
会
や
農
園
活
動
、

学
習
発
表
会
な
ど
様
々
な
行
事
を
通
し
て
、

地
域
の
こ
と
や
地
域
の
方
を
身
近
に
感
じ
、

い
つ
も
見
守
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を

あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。
合
川
北
小
と

い
う
名
前
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は

と
て
も
寂
し
い
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
地

域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
作
っ
た
思

い
出
は
、
僕
た
ち
の
心
の
中
で
い
つ
ま
で

母
校
の
思
い
出
は
永
久
（
と
こ
し
え
）

に
心
に
生
き
続
け
る　
　

佐
藤
校
長

も
残
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
思

い
出
や
合
川
北
小
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸
に
、

僕
た
ち
は
合
川
小
や
合
川
中
に
い
っ
て
も

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
児
童
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
在
校
生
全
員
が
「
合
川
北
小
学

校
永
久
（
と
こ
し
え
）
に
」
と
題
し
て
呼

び
か
け
を
行
い
、「
懐
か
し
い
北
小
の
思
い

出
を
力
に
変
え
て
、
僕
た
ち
は
明
日
に
向

か
っ
て
歩
き
出
す
。
母
校
こ
そ
わ
れ
ら
が

生
命
。
い
つ
ま
で
も
忘
れ
な
い
。
合
川
北

小
学
校
と
こ
し
え
に
」
と
声
を
合
わ
せ
て
、

体
育
館
に
響
か
せ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
佐
藤
校
長
が
津
谷
市
長
へ
校

旗
を
返
納
、
出
席
者
全
員
で
声
高
ら
か
に

校
歌
を
斉
唱
し
、
１
４
０
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
全
員
が
校
庭
に
移
動
し
、

記
念
碑
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
合
川
で
は
「
思

い
出
を
語
る
会
」
が
開
か
れ
、
関
係
者
が

多
数
参
加
し
、
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

閉校
記念特集

合
川北小学校

　最後の卒業式と閉校式を行い140年の
歴史に幕を下ろした市立合川北小学校
　最後の卒業式と閉校式を行い140年の
歴史に幕を下ろした市立合川北小学校

　
　
　
　
　
　
作
詞　
畠
山
義
郎

　
　
　
　
　
　
作
曲　
大
山
会
三
郎

一
、
起
伏
す
る　
出
羽
の
山
脈

　
　
山
河
の　
う
る
わ
し
き
里

　
　
燃
え
上
が
る　
か
げ
ろ
う
の
中

　
　
生
を
う
く　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

二
、
若
鮎
は　
清
き
に
住
み
て

　
　
鉾
杉
は　
直
ぐ
に
伸
び
ゆ
く

　
　
草
原
の　
大
ら
か
さ
も
て

　
　
琢
磨
す
る　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

三
、
春
秋
の　
移
り
か
わ
り
に

　
　
雛
鳥
の　
希
望
は
燃
え
て

　
　
逞
し
く　
豊
け
き
い
の
ち

　
　
育
く
め
る　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

四
、
山
里
の
な
か
に　
天
あ
り

　
　
白
雲
は　
飛
び
て
誘
う

　
　
人
類
の　
理
想
の
旦

　
　
永
久
に　
わ
れ
ら
が
母
校

　
　
母
校
こ
そ　
わ
れ
ら
が
生
命

校 

歌

▲佐藤校長から津谷市長に校旗が返納
されました

学
校
が
積
み
重
ね
た
輝
か
し
い
栄
光

と
実
績
は
市
の
誇
り　
　

津
谷
市
長

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
頑
張
り

た
い　
　
　

河
田
健
登
さ
ん

　学校統合のため平成27年３月で閉校した合川北小学校。閉校式では、在校生
全員が登壇し、校歌の歌詞を引用して「母校こそわれらが生命」と声を合わせた後、
出席者全員で校歌を斉唱し、学び舎に別れを告げました。

け
ん
と



■公民館
中央公民館　☎６２‐１１３０
【ロビー展】パン粘土の花
▼５/11（月）母と子のわくわく広
場＝10：00～11：30
森吉公民館　☎７２‐３２５９
▼５/12（火）森吉大学開講式＝
13：30～15：00
合川公民館　☎７８‐２１１４
▼５/17（日）第40回誕生の森記念
植樹＝９：30～11：00
▼５/27（水）合川ことぶき大学第
20期生入学式＝9：30～12：00
阿仁公民館　☎８２‐２１１４
▼５/27（水）阿仁生き活き大学開
校式＝10：00～12：00

■文化会館　☎６２‐３３１１
▼５/３（日）第７回チャリティショー
＝12：00～　　 1000円（当日1500円）
▼５/５（火）・６（水）上映会＝「ドラ
えもん のび太のスペースヒーロー
ズ」 時間 10：20～　　大人1500円、
高校生1200円、幼・小・中1000円、シ
ニア1100円　※親子割引券を持参
した場合は、200円引き（シニアを除く）
▼５/10（日）秋田北鷹高校吹奏楽
部「第５回定期演奏会」＝14：00～
入場料300円
▼５/22（金）高鷹大学入学式・開講
式＝13：30～

■スポーツ　☎６２‐３８００
▼５/２（土）～６（水）北秋田小学
校野球交流戦 ＝中央公園野球場
▼５/３（日）第59回高松宮賜杯軟
式野球北秋田予選＝合川野球場
▼５/３（日）、４（月）第29回女子中
学生バレーボール東北親善鷹巣大
会＝鷹巣体育館
▼５/８（金）～10（日）第59回県北
地区高校総体バトミントン競技＝
鷹巣体育館
▼５/10（日）第59回高松宮賜杯軟
式野球北秋田予選＝中央公園野球場
▼５/16（土）、17（日）第35回全日本学
童軟式野球北秋田大会＝中央公園野球場

2121 広報きたあきた　2015.　5.　１広報きたあきた　2015.　5.　１ 2020広報きたあきた　2015.　5.　１広報きたあきた　2015.　5.　１

　

母
子
健
康
手
帳
交
付

期
日　
５
月
11
日
、
18
日
、
25
日

　
　
　
※
い
ず
れ
も
月
曜
日

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
終
了
ま
で
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

※
交
付
日
に
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、必
ず

電
話
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

５
月
の
乳
児
健
診
・
相
談

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
バ
ス
タ
オ

ル
／
ア
ン
ケ
ー
ト

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
５
月
26
日（
火
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
27
年
１
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

　
期
日　
５
月
26
日（
火
）

　
受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

　
対
象　
平
成
26
年
10
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

　
期
日　
５
月
20
日（
水
）

　
受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

　
対
象　
平
成
26
年
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
ピ
カ
ピ
カ
歯
ッ
ピ
ー
教
室

　
期
日　
５
月
15
日（
金
）

　
受
付
時
間　
13
時
15
分
〜
13
時
30
分

　
対
象　
26
年
４
〜
５
月
生
ま
れ
の
子

　

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

期
日　
５
月
22
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
市
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容　
心
理
専
門
員
に
よ
る
相
談
で
す　

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

こ
こ
ろ
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
５
月
27
日（
水
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
５
月
15
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

　

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」の
協
力
で
行
い
ま
す
。

あ
じ
さ
い
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集

日
時　
５
月
29
日（
金
）
10
時
〜
13
時
30
分

集
合　
翠
雲
公
園
学
童
研
修
セ
ン
タ
ー
前

内
容　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
（
２
キ
ロ
と
６
キ

ロ
の
ど
ち
ら
か
）
／
歩
き
方
の
コ
ツ
と
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
前
後
の
ス
ト
レ
ッ
チ
講
座

持
ち
物　
昼
食
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
雨
具
等

申
込
締
切　
５
月
25
日（
月
）

※

送
迎
バ
ス
あ
り（
要
申
込
み
、
先
着
順
）

　
健
康 　
　
医
療
健
康
課 

☎
62‐

６
６
６
６

申
問

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
後
期
）

期
日　
６
月
１
日（
月)

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

対
象　
７
月
〜
９
月
出
産
予
定
の

　
　
　
妊
婦
と
夫

内
容　
先
輩
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
と
の
交
流
、

　
　
　
母
乳
育
児
相
談

※
1
週
間
前
ま
で
に
電
話
で
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

食
育
キ
ッ
ズ
参
加
者
募
集
！

日
時　
６
月
５
日（
金
）９
時
45
分
〜
13
時

場
所　
鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
食
に
関
す
る
絵
本
読
み
聞
か
せ
＆

ク
ッ
キ
ン
グ

対
象
者　

市
内
に
住
む
入
園
前
の
幼
児

（
１
歳
以
上
）と
保
護
者

持
ち
物　
子
ど
も
用
の
ス
プ
ー
ン
・
箸
、

お
し
ぼ
り
、
そ
の
他
（
必
要
と

思
わ
れ
る
物
）

募
集
人
数　
20
組 

参
加
費　
無
料

申
込
締
切　
５
月
29
日（
金
）

　
　
　
　
※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

精
神
保
健
相
談
・
老
人
精
神
保
健

相
談
及
び
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

期
日　
５
月
21
日（
木
）

時
間　
15
時
30
分
〜
17
時（
受
付
15
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す

　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

問

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

高
橋
ひ
ろ
と

櫻
井
け
ん
す
け

原
田
あ
お
い

近
藤
し
ゅ
う
や

鈴
木
し
ん
せ
い

高
橋
あ
い
り

松
橋
ほ
の
か

工

藤

さ

き

渡

部

そ

ら

三

浦

れ

ん

上
杉
団
地

梅

栄

松
ヶ
丘

松
ヶ
丘

芹

沢

八
幡
岱

新

町

米
内
沢
駅
前

日

栄

前
田
駅
前

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

永
井
こ
ま
ち

小
野
ひ
い
ろ

堀
部
か
ず
と

九

嶋

り

お

細
田
ら
い
く

近
藤
し
ょ
う
せ
い

栗

原

み

か

若

松

さ

よ

布

田

あ

め

黒

瀧

ま

お

富
樫
さ
あ
や

小
塚
ひ
な
の

吉

田

せ

ら

柳

谷

な

ち

佐
々
木
あ
や
り

松
橋
そ
う
た

中
嶋
か
な
で

花
田
し
ょ
う

堀
部
ゆ
う
き

上

町

上

町

前

野

田

中

新
田
中

住
吉
町

住
吉
町

松
葉
町

伊
勢
町

東
上
綱

東
中
岱

東
中
岱

舟
見
町

あ
け
ぼ
の
町

高
村
岱

堂
ヶ
岱

堂
ヶ
岱

舟

場

葛

黒

前売

料金

▼５/23（土）、24（日）第10回北秋
田市・上小阿仁村ミニバスケット
ボール大会＝合川体育館
▼５/23（土）、24（日）第57回北秋田
市中学校招待バレー鷹巣大会＝鷹巣
体育館・森吉総合スポーツセンター
▼５/23（土）、24（日）第65回全県
中学校選抜野球鷹巣大会＝中央公
園野球場 

▼５/27（水）～29（金）平成27年度
鷹巣地区バスケットボール大会＝
鷹巣体育館
▼５/30（土）第35回全日本学童軟
式野球北秋田大会＝中央公園野球場
▼５/31（日）全県ラージボール卓
球大会＝鷹巣体育館

スポーツを通して
　北秋田市を元気にしよう！！
スポーツを通して
　北秋田市を元気にしよう！！

　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市
内で15分間以上継続して体を動かした人の参加率を競います。スポー
ツに限らず普段の生活の中で行っている散歩や掃除、買い物などでも
15分以上継続して体を動かした人は参加したことになります。

５月２７日（水） は５月２７日（水） は

チャレンジデー
　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市
内で15分間以上継続して体を動かした人の参加率を競います。スポー

５５５５５月月月月月２２２２２７７７７７日日（水） は（水） は（水） は（水） は（水） は

　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市

チャレンジデーチャレンジデーチャレンジデー

 参加対象
　市民の方はもちろん、当日の午前
０時から午後９時までの間に市内に
いる全員が対象です。
※通勤・通学者、観光客も対象

 当日のイベント
〇市内公民館と体育館の無料開放
　※チャレンジデー参加の使用に限る
〇市民プール【無料体験教室】　
中級水泳教室（10：15～14：30 計
４教室）/初心者水泳教室（18：30
～）/初級水泳教室（19：30～）
【トレーニングルーム】　バランス
ボール教室（11：00～）/簡単健康体操
〇みんなでラジオ体操
６：30～ 防災無線でラジオ体操放送

〇開会式（オープニングイベント）
９：00～ 大野台ハイランド
北秋田市グラウンドゴルフ交流大会
〇ファイナルイベント
18：45～ 鷹巣体育館
鷹巣地区バスケットボール大会

 参加報告
　せっかく運動をしても、報告をし
なければ、参加率に反映されません。
　必ず報告をお願いします。

報告方法
　チャレンジデー当日の午後９時
30分までに、いずれかの方法で報
告してください。
①報告書を記入して回収箱に入れる
※市の各庁舎、市内の体育館及び
公民館に設置しています。

②報告書をＦＡＸ
③Ｅメール
④電話で報告
　５月20日（水）～26日（火）までに
事前報告をすることもできます。

お問い合わせ・参加報告先
北秋田市チャレンジデー実行委員会
（鷹巣体育館） ☎62-3800 　62-3801
Ｅメール　be-sports@city.kitaakita.akita.jp

重 要
き つ き

今年の対戦相手　大分県 杵築市

2015

▼５/11（月）母と子のわくわく広
場＝10
森吉森吉公民館公民館
▼５/12（火）森吉大学開講式
13：30～15
合川合川公民館公民館
▼５/17（日）第40回誕生の森記念
植樹＝９

　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市
内で15分間以上継続して体を動かした人の参加率を競います。スポー
　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市
内で15分間以上継続して体を動かした人の参加率を競います。スポー
　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市

（水） は（水） は（水） は（水） は（水） は

チャレンジデーチャレンジデーチャレンジデーチャレンジデー
森吉森吉
▼５/12（火）森吉大学開講式
13
合川合川
▼５/17（日）第40回誕生の森記念　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時の間に、市

チャレンジデーチャレンジデーチャレンジデーチャレンジデー20152015
2015
2015
2015

参加報
告書

FAX
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在
宅
介
護
交
流
会
を
開
催
し
ま
す

　
日
頃
の
介
護
を
ち
ょ
っ
と
離
れ
、
介
護

者
同
士
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら「
ホ
ッ
」

と
す
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

【
内
容
】　
お
茶
会
、小
物
作
り
、血
圧
測
定
等

【
開
催
日
・場
所
】

６
月
３
日（
水
） 
げ
ん
き
ワ
ー
ル
ド

６
月
17
日（
水
） 
合
川
公
民
館

７
月
１
日（
水
） 

森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

７
月
15
日（
水
） 

前
田
公
民
館

７
月
29
日（
水
） 

阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー

８
月
５
日（
水
） 

大
阿
仁
出
張
所

９
月
２
日（
水
） 

鷹
巣
保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
４
日（
金
） 

合
川
公
民
館

【
時
間
】　
10
時
〜
11
時
30
分

※
９
月
は
14
時
30
分
ま
で　
　

【
申
込
み
】　
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で

　
　

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
69‐

７
０
６
１

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　
平
成
27
年
４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か

ら
、
次
の
方
々
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

【
再
任
】
奥
山
亮
修 

氏
（
森
吉
地
区
）

【
新
任
】
石
田
テ
ル 

氏
（
阿
仁
地
区
）

【
新
任
】
松
橋
幸
子 

氏
（
阿
仁
地
区
）

【
新
任
】
佐
藤
ま
り
子 

氏
（
阿
仁
地
区
）

　

 

総
務
課
総
務
係 

☎
62‐

１
１
１
１

お
知
ら
せ

北
秋
田
市
で
た
け
の
こ
と
い
え
ば
、
細
長
い
「
根
曲
が
り
竹
」。

と
て
も
お
い
し
い
け
れ
ど
、
た
け
の
こ
狩
り
の
際
は
ク
マ
や
遭
難
に
気
を
つ
け
て
！

～みんなで動いて笑って元気はつらつ！～～みんなで動いて笑って元気はつらつ！～
　皆さんの体調や痛みの具合に合わせた軽い運動
を行い、イキイキとした生活を送るためのヒント
になる教室です。
　仲間と一緒に介護予防について学びましょう！

実施日　月曜日から金曜日の希望する日
　　　　（地域で実施する仲間の集まりなど）
場所　各地域の会館など
時間　１時間から１時間半程度
対象者　市内在住のおおむね65歳以上の方々
内容　健康チェック/椅子に座って行う体操/

お口の体操/認知症予防のためのレク
リエーションなど

料金　無料
申込み　希望日の１か月前まで

　　 地域包括支援センター ☎69̶7061

　巡回児童相談では、家庭や学校等での日常生活で次の
ような問題を抱えている子どもに専門の先生
が相談にあたり、指導や助言を行います。
相談内容　教育・非行・発達やしつけ・
　　　　　心身障がい・不登校　など
申込み　各相談日の２週間前まで
会場　交流センター　／　相談対象児童　18歳未満
相談日　５月20日（水）/６月10日（水）/７月15日（水）/８月５
日（水）/９月９日（水）/10月７日（水）/11月４日（水）/12月９日
（水）/平成28年１月20日（水）/２月10日（木）/３月２日（水）

　お子さんを育てていく中で、気になる事や心配な
事、不安な事など、たくさんの悩みに出会うと思いま
す。そんな時には北秋田市家庭児童相談室（福祉課こ
ども福祉係内）にご相談ください。

北秋田市家庭児童相談室もご利用ください北秋田市家庭児童相談室もご利用ください

　 福祉課こども福祉係 ☎62‐6638

秋田県北児童相談所秋田県北児童相談所

　

第
10
回
戦
没
者
等
特
別
弔
慰
金

　
特
別
弔
慰
金
は
、
遺
族
年
金
等
の
受
給

を
受
け
る
方
が
死
亡
等
で
い
な
い
場
合
に
、

国
と
し
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、
三
親

等
内
親
族
の
う
ち
、
最
も
優
先
順
位
の
高

い
方
に
記
名
国
債
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
第
10
回
特
別
弔
慰
金
の
申
請

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
請
求
期
間
を

過
ぎ
る
と
弔
慰
金
の
受
け
と
り
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
求
者
の
条
件
な
ど
、
詳
細
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
内
容　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

請
求
期
間　
平
成
27
年
４
月
１
日
〜

平
成
30
年
４
月
２
日

　
　

 

福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉
係

☎
62‐

６
６
３
７

総合計画策定審議会総合計画策定審議会

委員を募集します

　北秋田市総合計画と総合戦略の今年度中
の策定のため、計画策定審議会と戦略会議
のそれぞれの委員を募集します。

　　 総合政策課政策係 ☎62-6606

　総合計画　総合計画

総合戦略会議
総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会総合計画策定審議会

委員を募集します委員を募集します

　北秋田市総合計画と総合戦略の今年度中
の策定のため、計画策定審議会と戦略会議

総合戦略会議総合戦略会議総合戦略会議総合戦略会議総合戦略会議

あなたが考える北秋田市の将来像は？あなたが考える北秋田市の将来像は？

《応募資格》　市内に居住する満18歳以上
で、平日の日中の会議に出席できる方（各
４～５回開催予定）
《募集期間》　平成27年５月20日（水）まで

北秋田市北秋田市

北秋田市北秋田市

巡回児童相談のお知らせ巡回児童相談のお知らせ

　市の最も重要な計画で、10年間の総合
的な振興・発展などを目的として策定され
るものです。
　総合戦略　総合戦略
　人口減少克服・地方創生を目的とした５
年後の方向性や具体的な施策をまとめたも
のです。

出前！
介護予防講座出前！
介護予防講座

地域での集会や会合などで、ぜひご利用ください地域での集会や会合などで、ぜひご利用ください

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.05
0.03
0.05
0.06
0.03
0.02
0.06

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（４月 13日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62̶1110

　

市
有
財
産
の
売
却

　
給
食
運
搬
車
と
し
て
使
用
し
て
い
た
車

両
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

【
車
両
】

▽
三
菱
キ
ャ
ン
タ
ー
（
平
成
６
年
式
）

▽
日
産　
ア
ト
ラ
ス
（
昭
和
63
年
式
）

▽
い
す
　ゞ
エ
ル
フ
（
昭
和
62
年
式
）

【
入
札
参
加
受
付
】

期
間　
５
月
１
日（
金
）〜
５
月
22
日（
金
）

　
（
時
間　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

　

※

土
日
祝
を
除
く

【
入
札
日
】

日
時　
５
月
26
日（
火
） 

10
時
か
ら

場
所　
北
秋
田
市
役
所
３
階
大
会
議
室

　
　

 

財
政
課
管
財
係 

☎
62‐

６
６
０
３

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

　
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
、
特
設
相
談

所
の
開
設
及
び
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
す
。

【
特
設
相
談
所
の
開
設
】

日
時　
６
月
１
日（
月
） 

10
時
〜
15
時

場
所（
市
内
４
会
場
）　

▽
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
合
川
老
人
憩
い
の
家「
こ
と
ぶ
き
荘
」

▽
阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

▽
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

【
街
頭
啓
発
】

期
日　
６
月
７
日（
日
）　

　

 　
（
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り
）

　
 

秋
田
地
方
法
務
局
大
館
支
局

☎
０
１
８
６‐

42‐

６
５
１
４

三
庁
（
裁
判
所
・
検
察
庁
・
法
務

局
）
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時　
５
月
14
日（
木
）９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、
秋
田

地
方
検
察
庁
、
秋
田
地
方
法
務
局

募
集
人
員　
40
人 

／ 
参
加
費　
無
料

募
集
期
間　
５
月
13
日（
水
）ま
で

申
込
方
法　
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
①

申
込
み
の
行
事
名
、②
氏
名
、③
人
数
、④

連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　

 

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局

総
務
課
庶
務
係

☎
０
１
８‐

８
２
４‐

３
１
２
１

０
１
８‐

８
２
３‐

８
８
４
９

FAX

問

問
申
問

　
　
の
納
期
限

軽
自
動
車
税

固
定
資
産
税　

第
１
期

税

６
月

１
日

申問申問申問

申
問

申
問

申
問

17

仙
台
国
税
局
公
売
の
ご
案
内

　
次
の
日
程
で
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

物
件　
北
秋
田
市
脇
神
字
赤
川
岱
38
番
１

　
　
ほ
か
１
筆（
宅
地
）及
び
建
物（
居
宅
）

見
積
価
額　

１
７
３
万
円

公
売
保
証
金　
20
万
円

　
　
　
　
　

※

事
前
に
納
付
が
必
要
で
す
。

公
売
実
施
期
間　
５
月
26
日
〜
６
月
１
日

※

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

仙
台
国
税
局
特
別
整
理
第
一
部
門

☎
０
２
２‐

２
６
３‐

１
１
１
１

（
内
線
３
４
６
９
）

問
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農
家
の
皆
さ
ん
へ　

東
北
農
政
局
か
ら
重
要
な
お
知
ら
せ

　
平
成
27
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策
等
で

は
、
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
（
ゲ
タ

対
策
）
及
び
米
・
畑
作
物
の
収
入
減
少
影

響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）
の
交
付
対

象
者
が
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認

定
新
規
就
農
者
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
ゲ
タ
・
ナ
ラ
シ
対
策
の
支
援
を
希
望
す

る
認
定
農
業
者
等
に
な
っ
て
い
な
い
方
は
、

27
年
度
の
加
入
申
請
期
限（
27
年
６
月
末
）

ま
で
に
、
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

 

農
林
課 

☎
72‐
３
１
１
４

　

 

東
北
農
政
局
秋
田
地
域
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
５
７
２
０

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

【
共
通
事
項
】

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

定
員　
10
人

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

▽
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
習

期
間　
５
月
18
日（
月
）、
19
日（
火
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

内
容　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
と
応
用
、

ワ
ー
ド
に
よ
る
文
字
入
力
と
修
正
・
印
刷

方
法
を
習
得
す
る

テ
キ
ス
ト
代　

１
０
8
０
円

申
込
締
切　
５
月
７
日（
木
）

【現地案内】　募集期間内に住宅をご案内します。
希望日の前日までに電話でお申し込みください。

　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72̶5246問

【募集戸数】　①・②･･･１戸　③･･･各階１戸
①田の沢団地･･･川井字五郎左ェ門田の沢5-6
木造２階建４戸建２ＬＤＫ 月額19,200 ～ 44,100円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ユニットバス　（共益費400円）
②米内沢駅前団地･･･米内沢字上野102-5★
木造２階１戸建３ＬＤＫ　月額50,000 ～ 70,000円
トイレ:水洗　給湯:有　浴室:ユニットバス
③サンコーポラスなかたい住宅･･･鷹巣字東中岱51-1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ　月額41,100円
トイレ:水洗　給湯:無　浴室:浴槽有　（共益費800円）
※★印の住宅は単身入居できません

【入居資格】
○収入基準を満たすこと
○住宅に困窮していることが明らかなこと
○市税等を滞納していないこと
【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】
第１回　５月１日（金）～11日（月） 
第２回　５月15日（金）～20日（水）※土日除く
※第２回の募集住戸については、５月13日以降
にお問い合わせください

【申込み先】　都市計画課（森）／生活課（鷹）／合川
総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

市営住宅
入居者募集

問
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心
な
雪
下
ろ
し
支
援
事
業

協
力
世
帯
を
募
集
し
ま
す

　
雪
下
ろ
し
の
安
全
対
策
・
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
た
住
宅
の
改
修
工
事
費
用
に
対

し
て
補
助
す
る
、
モ
デ
ル
事
業
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
世
帯
を
募
集
し
ま
す
。

【
補
助
対
象
者
】

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方

①
北
秋
田
市
内
に
住
む
65
歳
以
上
の
方

（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
65
歳
に
達

す
る
方
を
含
む
）
又
は
そ
の
方
と
同
居
す

る
方

②
工
事
終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、

県
が
行
う
事
業
に
協
力
い
た
だ
け
る
方

【
補
助
対
象
工
事
】　
雪
下
ろ
し
の
安
全
対

策
等
に
要
す
る
５
万
円
以
上
の
工
事

﹇
対
象
外
の
工
事
﹈

▽
実
施
中
の
工
事
及
び
完
了
し
た
工
事

▽
県
の
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事
業
を
利
用
す

る
工
事

【
補
助
金
の
額
】　
工
事
費
の
25
万
円
ま
で

【
募
集
期
間
】　
５
月
中
旬
か
ら
６
月
下
旬

※
事
業
の
詳
細
及
び
申
込
方
法
に
つ
い
て

は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
世
帯
数
】　
８
世
帯
程
度

※
申
込
み
さ
れ
た
世
帯
の
中
か
ら
、
補
助

対
象
の
世
帯
を
選
定
し
ま
す
。

　
　

 

秋
田
県
地
域
活
力
創
造
課

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
３
８

　
　

 

北
秋
田
市
都
市
計
画
課

　
　
　
☎
72‐
５
２
４
６

問

▽
エ
ク
セ
ル
初
級
講
習

期
間　
５
月
28
日（
木
）、
29
日（
金
）

時
間　
９
時
20
分
〜
16
時

内
容　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
と
表
の
作

成
、
関
数
の
使
い
方
を
習
得
す
る

テ
キ
ス
ト
代　
５
4
０
円

申
込
締
切　
５
月
18
日（
月
）

　
　

 

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84‐
８
３
５
１

警
察
官
・女
性
警
察
官
採
用
試
験

試
験
区
分　
警
察
官
Ａ
Ⅰ
／
警
察
官
Ａ
Ⅱ

／
女
性
警
察
官
Ａ

受
検
資
格（
警
察
官
Ａ
Ⅰ
）

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
大
学
を
卒
業
又
は
平
成
27
年
９
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

受
検
資
格（
警
察
官
Ａ
Ⅱ・女
性
警
察
官
Ａ
）

　
昭
和
57
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
大
学
を
卒
業
又
は
平
成
28
年
３
月

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

※
い
ず
れ
も
人
事
委
員
会
が
同
等
の
学
歴

を
有
す
る
と
認
め
る
場
合
は
受
験
可
能

受
付
期
間　
５
月
15
日
か
ら
６
月
10
日

第
１
次
試
験
の
期
日
及
び
内
容

７
月
11
日（
土
） 

体
力
検
査
・
身
体
検
査

　
　
12
日（
日
） 

教
養
試
験
・
論
文
試
験

　
　
※
第
２
次
試
験
は
８
月
中
旬
〜
下
旬

採
用
予
定
日　
﹇
警
察
官
Ａ
Ⅰ
﹈平
成
27
年

10
月
１
日
／﹇
警
察
官
Ａ
Ⅱ・
女
性
警
察
官

Ａ
﹈平
成
28
年
４
月
１
日

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

北
秋
田
警
察
署 

☎
62‐
１
２
４
５

市
町
村
職
員
共
済
組
合
職
員
採
用
試
験

職
務
内
容　
秋
田
県
内
の
市
町
村
役
場
等

の
職
員
を
対
象
と
し
た
医
療
給
付
や
福
祉

事
業
、
厚
生
年
金
等
に
関
す
る
業
務

受
検
資
格　
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学
を
卒
業
又
は
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
者

採
用
予
定
人
数　

１
人

試
験
日　
７
月
26
日（
日
）

受
付
期
間　
６
月
４
日
〜
６
月
29
日

※
申
込
用
紙
は
秋
田
県
市
町
村
共
済
組
合

に
あ
り
ま
す
。

　
　

 

秋
田
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課 

☎
０
１
８‐
８
６
２‐
５
２
６
２

　空き家バンク制度は、空き家を所有されてい
る方に空き家の登録をしていただき、その情報
をホームページに公開し、空き家を利用したい
方に情報提供をする制度です。

　県では住宅を建設又はリフォーム等をされる方
に対し、次の事業により費用の一部を補助します。
①住宅リフォーム推進事業
②「秋田スギの家」普及促進事業

　補助条件などの詳細は、県のホームページをご
覧いただくか、北秋田地域振興局建築課までお問
い合わせください。

あきた安全安心住まい推進事業あきた安全安心住まい推進事業

期日　７月２日（木）、３日（金）の２日間
会場　プラザ杉の子（大館市有浦１丁目７-55）
受付期間　５月26日（火）～５月29日（金）
受講料　6,170円 ／ 申込先　日本防火・防災協会
受講案内　日本防火・防災協会ホームページに掲載
　 日本防火・防災協会　☎03-3591-7121
　 消防本部予防課 ☎62-1119

平成27年度 甲種防火管理新規講習会
一般財団法人日本防火・防災協会一般財団法人日本防火・防災協会

問
問

空き家バンク制度がスタート空き家バンク制度がスタート

◆空き家を登録するための条件◆
①所有者に市税等の滞納がないこと
②個人が居住を目的に建築した建物であること
③物件の交渉及び契約の際には、市内宅地建物
取引業者に仲介の依頼をすること

◆空き家の利用を希望される方へ◆
　空き家を「買いたい」、「借りたい」という方
は、空き家バンク利用申込書の提出が必要です。

　詳細及び様式等については、市のホームペー
ジをご覧になるか、お問い合わせください。

　　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246 　　 北秋田地域振興局建築課 ☎63‐2531

問

特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業
昨年度の
　　成果品

特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業特産品活性化推進事業
昨年度の
　　成果品
昨年度の
　　成果品

　 商工観光課商工労働係 ☎72-3112

　本市で生産される農林水産物資源等を活用し
た製品の開発や改良に意欲のある市内の団体及
び個人を対象として、その開発に掛かる費用の
一部を助成します。
【申請期間】　５月１日（金）～６月26日（金）
【事業期間】　平成28年３月10日まで
【補助率及び補助金上限額】
 （１）補助対象経費の１／２
 （２）補助金上限額　50万円
※詳細についてはお問い合わせください。
問

空き家を所有し、売却及び賃貸を希望す
る方は、ぜひ登録をお願いします。
空き家を所有し、売却及び賃貸を希望す
る方は、ぜひ登録をお願いします。 魅力ある特

産品の開発・改良を応援します

申問

申
問

申問

申
問

申
問

申
問
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お
知
ら
せ

慶
弔
だ
よ
り
３
月
16
日
〜
４
月
15
日
届
出
分

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

宏武
広

靖
幸

好
児

正
仁

侑
人

正
太悟知

一
慎
一
郎

佳
織

幸
子

美
智
子

未
貴

稚
子

鮎
子

聖
子

真
奈
美

真
由
美

志
穂
子

ゆ

う

な
し
ん

ゆ

う

と

あ

づ

き
た
け
る

あ

お

ば
が
く

り

お

ひ

ろ

む

し
ょ
う
ま

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐
藤
優
奈

福
島
　
新

中
嶋
優
翔

熊
本
杏
月

佐
藤
　
健

河
田
青
葉

佐
藤
　
岳

長
岐
梨
桜

三
浦
大
睦

鈴
木
将
真

（（（（（（（（（（

））））））））））
長
女

二
男

長
男

二
女

二
男

長
女

二
男

長
女

三
男

長
男

新
田
中

綴
子
下
町

新
田
中

舟
見
町

新
舟
見
町

北
中
家
下

堂
ヶ
岱

中

畑

合

川

打

当

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(
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歳)

(
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(
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歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

齋
藤
直
一

知
野
次
郎

堀
部
倉
造

佐
藤
ツ
ル
ヨ

河
田
ヒ
デ

中
嶋
　
茂

佐
藤
健
成

神
成
　
正

畠
山
キ
ヌ

照
内
正
治

西
嶋
三
能
留

大
川
文
一

長
岐
キ
ク
ノ

津
谷
ユ
キ

相
馬
源
一
郎

野
呂
キ
ミ

相
馬
勝
友

大
川
洋
一

黒
政
ト
ヨ
子

宮
野
キ
ミ

小
笠
原
斌
司

相
馬
髙
男

藤
原
　
孝

櫻
田
チ
ヨ

佐
藤
久
治

小
笠
原
新
藏

田
子
ヶ
沢

材
木
町

葛

黒

深

沢

松
葉
町

糠

沢

南
鷹
巣

住
吉
町

三
ノ
渡

花
園
町

米
代
町

新
屋
敷
町

本

郷

田
子
ヶ
沢

東
中
岱

前

山

東
横
町

米
代
町

舟
見
町

綴
子
大
畑

前

山

伊
勢
町

掛

泥

東
根
田

東
根
田

増

沢

鎌

沢

合

川

新
田
目

西
根
田

道

城

川

井

上

杉

木
戸
石

平

里

根
森
田

学
校
通
り

桂

瀬

大

渕

巻

渕

大

岱

吉

田

萱

草

小

渕

荒

瀬

比
立
内

8889908692827681809173789291898178679190847076878686
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さ
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さ
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さ
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さ
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さ
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さ
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ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん (
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(
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(
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(

　
歳)

(
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(
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(
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(
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(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

鈴
木
ク
ニ

金
森
正
孝

齋
藤
信
夫

金
田
ト
ミ

穴
倉
キ
ヨ

東
海
林
榮
悦

坂
上
　
満

伊
藤
龍
雄

伊
藤
絹
子

三
浦
カ
ヨ

赤
石
末
治

柏
木
宗
一
郎

近
藤
鐵
治

佐
藤
　
諒

工
藤
イ
ネ

片
岡
ヌ
ヱ

田
中
ミ
ヱ

大
野
君
美

櫻
田
ナ
ミ

松
橋
チ
ヱ

10077889294807187857783867887898191938687

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
　

祝
福
し
ま
す

武

石

忠

則

福

司

雄

也

疋
田
　
真
季
子

秋

元

友

恵

た

だ

の

り

ゆ

う

や

ま

き

こ

と

も

え

さ
ん

さ
ん

大

町

能
代
市

大

町

羽
根
山

さ
ん

さ
ん

（（

総人口　34,533人（147人減）【160人（8人増）】
男　　16,139人（ 58人減）【 18人（1人増）】
女　　18,394人（ 89人減）【142人（7人増）】
 出生 10人【０人】　　転入 129人【９人】
 死亡 47人【０人】　　転出 239人【１人】
 世帯数 14,274世帯（17世帯減）【154世帯】

人口と世帯数
※３月31日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民、（　）は前月比

　

市
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
３
月
》

▽
慶
弔
費　
１
万
０
０
０
０
円（
１
件
）

▽
会　
費　
１
万
５
０
０
０
円（
３
件
）

▽
そ
の
他　

２
万
３
６
８
０
円（
２
件
）

▽
合　
計　
４
万
８
６
８
０
円（
６
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
て
い
る
分
も
含
ん
で
い
ま
す

  

入
札
結
果
の
公
表《
３
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▽
林
道
施
設
災
害
復
旧
工
事 

奥
見
内
線
１

号
箇
所（
そ
の
１
、そ
の
２
）／
３
５
３
万
１

６
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▽
林
道
施
設
災

害
復
旧
工
事 

阿
仁
線
１
号
箇
所
／
３
８
４

万
４
８
０
０
円
／
山
一
林
業
㈱
▽
道
路
災

害
復
旧
工
事（
２
級
市
道 

幸
屋
線
）／
３
９

７
万
４
４
０
０
円
／
山
一
林
業
㈱

63－0515
62－1146
62－1400
62－7001
62－7001
63－0105
82－2351
62－7001
63－2700
62－1101
62－2261
72－4501
78－3161
60－1055
69－5300
62－1155
69－7311
62－1400
72－4501
62－1101
82－2351
62－1146
62－2261
60－1055
69－7311
63－2700
78－3161
62－7001
62－1155
63－0105
63－0515

遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
石川耳鼻咽喉科医院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
佐々木産婦人科医院
阿 仁 診 療 所
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
盛 岡 外 科 医 院
津 谷 内 科
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
う え だ ク リ ニ ッ ク
毛利整形外科クリニック
近 藤 医 院
児玉内科クリニック
石川耳鼻咽喉科医院
米 内 沢 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院
阿 仁 診 療 所
奈 良 医 院
津 谷 内 科
う え だ ク リ ニ ッ ク
児玉内科クリニック
たむら内科クリニック
国民健康保険合川診療所
北 秋 田 市 民 病 院
近 藤 医 院
佐々木産婦人科医院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク

▼診療の対象となるのは、応急の診察を要す
る方です。仕事や職場の都合で夜間診療を受
ける場合は、診療に応じかねます。
▼往診はしていません。年齢・病気の病状にか
かわらず事前に当番医へ電話でご相談ください。

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医 療 機 関 名日 曜

外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の

「
永
住
者
」
の
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は

「
次
回
確
認
（
切
替
）
期
間
」
の
記
載
に

か
か
わ
ら
ず
、次
の
日
ま
で
に「
在
留
カ
ー

ド
」
へ
の
切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】　
外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持

ち
の
「
永
住
者
」
の
方

【
切
替
期
限
】　
平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で

※
７
月
８
日
ま
で
に
16
歳
の
誕
生
日
が
到

来
す
る
方
は
、
16
歳
の
誕
生
日
が
期
限
に

な
り
ま
す
。

【
申
請
場
所
】　
最
寄
り
の
地
方
入
国
管
理

局
、
同
支
局
、
同
出
張
所

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

仙
台
入
国
管
理
局
秋
田
出
張
所　

☎
０
１
８‐
８
９
５‐
５
２
２
１

外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持
ち
の

「
特
別
永
住
者
」
の
方
へ

　
現
在
お
持
ち
の
外
国
人
登
録
証
明
書
は
、

次
の
有
効
期
限
ま
で
に
「
特
別
永
住
者
証

明
書
」
へ
の
切
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

【
対
象
者
】　
外
国
人
登
録
証
明
書
を
お
持

ち
の
「
特
別
永
住
者
」
の
方

【
有
効
期
限
】　

外
国
人
登
録
証
明
書
の
次
回
確
認（
切
替
）

申
請
期
間
の
始
期
と
さ
れ
る
誕
生
日
が
、

平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で
に
到
来
す
る
方

↓
平
成
27
年
７
月
８
日
ま
で

外
国
人
登
録
証
明
書
の
次
回
確
認（
切
替
）

申
請
期
間
の
始
期
と
さ
れ
る
誕
生
日
が
、

平
成
27
年
７
月
９
日
以
降
に
到
来
す
る
方

↓
当
該
誕
生
日
ま
で

【
申
請
場
所
】　
市
民
課
市
民
係

【
必
要
書
類
】　
外
国
人
登
録
証
明
書
、
旅

券（
所
持
の
場
合
）、
規
格
に
合
う
写
真

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

 

市
民
課
市
民
係 

☎
62‐1
1
1
4

北
秋
田
ジ
ュ
ニ
ア

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象　
小
学
生
及
び
中
学
生

練
習
日　
毎
週
月
・
木
曜
日

　
　
　
　

※

必
ず
保
護
者
同
伴
の
こ
と

時
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場
所　
鷹
巣
小
学
校
体
育
館

年
会
費　

２
８
０
０
円

申
込
み　
木
曜
日
の
練
習
時
間
内
に
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
（
通
年
受
付
）

説
明
会　
５
月
14
日（
木
） 

18
時
45
分
〜

　
　
　
　
鷹
巣
小
学
校
体
育
館

　

 

北
秋
田
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

☎
０
９
０‐

５
３
５
４‐

５
６
５
６（
成
田
）

問 問

問

100歳おめでとうございます!100歳おめでとうございます!

柴田ヨシさん（阿仁小様）
大正４年４月19日生まれ

４月20日の祝品贈呈式

５
月
の
休
館
日

■
鷹
巣
図
書
館　
☎
62‐

３
３
１
１

■
森
吉
図
書
館　
☎
72‐

３
１
９
２

（
両
館
と
も
）
３
〜
６
日
、
13
日
、
17
日
、

20
日
、
27
日

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

献
血
日
程

献
血
日
程

■
５
月
15
日（
金
） 

鷹
巣
年
金
事
務
所

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

北
秋
田
市
役
所 

森
吉
庁
舎

15
時
10
分
〜
16
時
30
分

■
５
月
23
日（
土
）

（
株
）佐
藤
庫
組

①
９
時
30
分
〜
12
時

②
13
時
〜
16
時

（（（
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編
集・発
行
／
北
秋
田
市
総
務
部
総
合
政
策
課　

〒
０
１
８̶

３
３
９
２　
秋
田
県
北
秋
田
市
花
園
町
19 
番
１
号

☎
０
１
８
６̶

62̶

１
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８
６̶

63̶

２
５
８
６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.kitaakita.akita.jp

平
成
27
年
5
月
1
日
発
行

ほか

ほか

のりものまつりのりものまつりのりものまつりのりものまつりのりものまつりのりものまつりのりものまつりのりものまつり
期日期日

2015 秋田内陸線2015 秋田内陸線

【時間】【時間】９時30分～15時９時30分～15時

【場所】【場所】秋田内陸線阿仁合駅周辺秋田内陸線阿仁合駅周辺

≪お問い合わせ≫　内陸線再生支援室　☎82-2114

車両展示 救急車・パトカー・白バイ救急車・パトカー・白バイ

ほろ馬車・ミニＳＬ・地震体験車ほろ馬車・ミニＳＬ・地震体験車

飲食・物販コーナー 内陸線沿線のおいしい食べ物が大集合！

乗車体験

≪お問い合わせ≫　内陸線再生支援室　☎82-2114


	170P01
	170P0203
	170P0405
	170P0607
	170P0809
	170P1011
	170P1213
	170P1415
	170P1617
	170P1819
	170P2021
	170P2223
	170P2425
	170P2627
	170P28

